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後この研究の一部は農林水産技術会議永年作物病虫害共同研究で分担し実施したものである。なお，こ

の報告の一部はすでに北方林業 123 ， (1959)(口)， 153 , (1961)(18)に発表した。

(1) 北海道来場保護部樹病研究室長
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I はじめに

北海道におけるカラ 7ツ造林の歴史は古く明治の中WJから行なわれてきているが，近年，拡大造林によ

り大面積一斉造林が行なわれるようになり，各種の生物被害があらわれている。

ナラタケ病もその一つで， 1954 年ころから被害木の鑑定依頼があって注目されてきたが， 1956 年lこは

その件数が非常に多くなり，現地における被害が増大しつつあることが想像された。

ナラタケ (Ar門仰m仰仰，押m仰何?刊似ni幻û仰.

種ではニホンカラ 7ツのほか，チシ7 カラ 7 ツ，クグo イ 7 ツ，トド7ツ，クロエゾマツ，アカエゾ7ツ，ヨ

ーロッパトウヒ，ストロープマツ p レジノーザマツ，アカマツ，シラハタマツ，ヒダカゴヨウ，スギ，シ

ラカンパ，ウダイカンノ心およびコパノヤマハンノキなどにその被存がみられる。

これらの被害木はほとんどが植栽後 2~6 年生の造林地にみられる。まれにニホンカラマツ，クロエソー

7 ツ， ヨーロッバトウヒなどの林で 30 年生くらいになって団状に被害が発生した例もある。これらのう

ち，被害が最も多くみられるのはカラ7 ツの幼齢林においてである。

カラ 7 ツ幼齢林における被害木のあらわれ方は地方によって異なり，造林地全面K散発的にあらわれる

場合と，局所的に団状に被害があらわれる場合がある。団状被害のあらわれ方にも大別して 2 つの型がみ

られるのその l つは南よりの斜面上部にあらわれる型，他の 1 つは斜面lþ腹あるいは下部の凹地形になっ

た箇所，傾斜がゆるやかになった，いわゆるダルミ地形に発生する型がある。このように地形のわずかな

ちがいにより，土壌環境もかわり，したがってナラタケ病の発生様相にもちがいがでてくるように思われ

る。

既往のナラタケ病に関する報告はきわめて多いが，本邦!とおけるカラマツのナラタケ病の発生環境につ

いての報告はきわめて少ない。近年，河田・鷹見・浜口)1とよって長野県下のカラ 7 ツのナラタケ病につい

て，その発生におよぼす土壌条件の影響に関する詳細な調査研究結果が報告された。

筆者も土壌関係の方々の多大のご協力を得ながら，北海道におけるカラ 7 ツ造林地のナラタケ病の発生

様相について， 1958 年来調査を行なってきたので，これまでに得た知見をとりまとめてここに報告する。

乙の稿を草するにあたり，つねづね有益なるご指導ならびにど助言を賜わっている林業試験場今関六也

前保護部長，同樹病科長伊藤一雄博士，同土壌調査科長黒鳥忠博士，同北海道支場研究顧問故亀井専次博

士，同余語昌資保護部長，同蔵本正義土壌研究室長，現地調査に際して多大のど協力をいただいた北海道

庁林務部道有林課内田勉，篠原均両技師，名寄・北見・池田各林務署造林諜の各位，函館営林局目黒iE，

諏訪実行両技官，旭川営林局成田孝一，西山孝英両技官，北見営林局芹沢明技官，今金・東瀬棚・名寄・

北見・紋別・佐呂間各営林署経営課の各位，林試北海道支場土壌研究室永桶留蔵，塩崎正雄両技官，同樹

病研究室横田俊一，遠藤克昭両技官ら多くの方々に対し衷心より厚くお礼を申しあげる。

E 北海道内における本病の被害分布状況

道内における本病の被害分布状況は詳細な記録がないので不明であるが， 1955 年から 1962 年までの隔

に北海道森林病虫害報告均，森林防疫ニュース2りに報告された資料を整理すると第 1 表のとおりである。

第 1 表からみると，本病はほとんど全道にわたって発生していることが推察される。

被害の程度は各地区によってことなるが，多い地区では植栽木の約20%が侵されている。これらの造林
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第 1 表北海道におけるカラマツのナラタケ病の被害

Table 1. Damage of Armillaria root rot of larch in Hokkaido. 

P邑込" 林 署 樹齢被翻積llN害岨b本e数o 忍L <a 害率触Ag発;e-Qj'年
Age of Infected -f ted z Aof cetnhte age l d 

District forestry office ll~recrea I d・ d IOfωrre 叫 a叫a)i tr悶 trzhZ)l damage 

l 陸別 Rikubetsu 6 2 2 , 500 50.0 1956 

2 中標津 Nakashibetsu 5 1 .300 12..0 1957 

3 足寄 Ashiyoro 5_7 27 70 0.1 1958 

13 33 16 , 050 19.5 1958 

Obihiro 本別 Honbetsu 5_10 24 3 ,206 5.4 1959 

6 弟子屈 Teshikaga 5 114 552 0.2 1959 

7 木別 Honbetsu 4-6 1, 100 44.0 1961 

18 佐呂間 Saroma 5 11 2 ,072 7..5 1956 

9 佐呂間 Saroma 5-7 126 , 8 ,800 ♀ .8 1957 

北f
見 10 網走 Abashiri 5 15 91 。‘2 1957 

11 紋別 Monbetsu 6-7 15 10 1958 
Kitami 

12 佐巨閲 Saroma 6-7 50 546 0.4 1958 

13 紋別 Monbetsu 4_6 23 337 0.6 1059 

National 14 佐呂間 Saroma 7_8 50 300 0.2 1959 

1958 

1959 

1959 

18 室蘭 Muroran 1 1958 

19 函館 HakoJate 3 142 ・1. 5 19-59 

20' ..木古内 Kikonai 350 2 ,630 0.3 1959 
函 館 21 江差 Esashi 309 3 ,843 0.5 1959 

Hakodate 22 俄虫 Gamushi 199 11 ,786 2.2 1959 

23 今金 Imagane 53 951 0.7 1959 

24 倶知安 Kuchyan 18 596 1.3 195ヲ

25 室蘭 Muroran 173 39 , 630 9.1 1959 

26 苫小牧 Tomakonai 6 60 2.4 1957 

民有林
27 河西 Kasai 5 1,250 1.5 1959 

28 帯ー広 Obihiro 4_5 490 15.6 1960 
Private 

29 雨竜 Uryu 8_9 ~ 410 0.6 1960 

30 上川 Kamikawa 6 600 12.0 1962 

地のなかでも局地的lζは約 40 ん 50%の擢病木がみられる箇所もある。

このほか 1956 年の道林務部調査の道内各林務署管内における被害面積は名寄 50ha ，美深 110 ha ，北見

192 ha ，池田 360 ha ，函館 100 ha ，浦幌 62ha，松前 54ha で国有林の場合と同じようにほとんど道内全

域におよんでいる。

また，当研究室の病害鑑定資料 (1954-1963) のなかからカラマツのナラタケ病について依頼があった

ものをあげると次のとおりである。

上士幌 7-8 年生 16/Vll' 54 , i市可 4年生 15/vr 54，干才 6 年生 23/Vll' 55 ，本別 5-6 年生 l/IX' 55 , 
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第， 1 図ナラタケ病K侵

Fig. 1 Root systems of larch tre正S

Remarks: 拘: Mycelium, 
No. 1-6 : Infected 

Left : Side view, 
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されたカラマツの根系

aHected with Armillaria root rot. 

Jヘ: Rhizomorpha. 

trees, No. 7 , 8 : Healthy trees. 

Right : Lower view. Refer to Table 2. 

- 5 ー

No.6 

No.8 
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郵1I路 6 年生 20/IX' 55，札幌 4-5 年生 6/V'56，佐呂間 7年生 28/IV '56，俄虫 6 年生 14/VH '56，網走 5

年生301VH' 55 ， 佐呂間 3~4年生 7/V~ '55，深j !l 4 年生 5/IX '56，風速 6 年生 5/IX' 56，陸別 6 年生1/1X

'56，幕別 3 年生 10/VI '57，網走 5 年生10/刊， 57，佐呂間 7-8年生15/VH' 57，札内 10 年生 28/VH '58 , 

日高三石 5 年生 26/1X' 58 ，紋別 9年生 10/VH '59，室蘭 5 年生 20/VIlI' 59，銭亀沢 7-8年生9/VI '60，野

幌 4年生 18/vn '60 ，池田 4-5年生 211刊 '60 ，ーの橋 5年生 5/VI '61 ，小清水 4年生 ll/vn '61 ，足寄

2年生18/VIT' 61 ，紋別 6-7年生16/VII '61 ，風速 2-3 年生18/団 '62，大夕張 4年生 18/VIT' 63 ，留茄 5 年

生l/XI'63。

以上の各資料から判断すると，道内の造林地においては本病は幼齢林であればどこでも発生しているも

のと恩われる。

これらのうちでも激害林分が比較的多くみられる地方は，道東の雌阿寒，摩周系の火山灰をかぶった地

域，また道南の有珠，樽前系の火山灰を厚くかぶった地域lζ多い傾向がうかがわれる。

E ナラタケ病に侵されたカラマツ

A. 病徴

ナラタケ病に侵された幼齢のカ7 ラツは新橋の伸びが著しく悪く，針葉は淡黄色になりやがて褐色l己変

色して枯死する (Plate 1 , B) 。

病徴は時期によって乙となる。春期lとあらわれる病徴は針葉(輪生葉)がわずか展開し，その後は伸長

することなく萎凋，赤変し，やがて枯死する。夏期から秋期にかけてはクローネ全体の針葉が褐色，ある

いは黄色にかわり，やがて落葉，枯死する。病勢が急に進んだものはクローネ全体の新梢の先端が轡曲，

下垂し，先枯症状を塁ずる。また，時l乙催病木lζは球果を着生するものもある (Plate 4 , D)。乙れらの

罷1青木は地際部付近の樹脂溝が膨大し.樹脂を分泌しているものが認められる (Plate 1 , C) 。

根，地際部の樹皮下には白色の菌糸膜が形成されており，糠l乙は黒色ひも状の菌糸束が纏絡している

(Plate 2, B, C) 。

道内においては 9月中旬-10月上旬lζ地際，またその付近lζ多数の子実体を生ずる (Plate 1 , A)。

B. ナラタケ病に侵されたカラマツの根系と地上部の変調

権病木について地上部の変調と地下部の催病程度との関係について調査をおこなった。調査木は北見林

第 2 表 ナラタケ病lζ侵されたカラマツの樹高成長と病徴

病 徴

trees 1 1'l0・|日寸958'日ノ Ihみら日ゐ)/ 1957 1958 
Symptoms 

1.8 2.8 55 先Th端eにn針eed葉leわs ずか着生t;10(5枯e 死)
3.0 4.2 90 45 except those at the top fall 

off (Dead). 

権Inf病ecte木d!l?lミ I 3.2 5.7 85 35 雄主宅?と精良三千里ETFL
2.6 4.8 90 50 

changed to pal巴 yellowish green (Dying). 

2.5 3.2 85 95 
2.6 4.1 55 45 

変No徴cなhaしnge 
健H町E全aelets未~; I ャ~ I 2.6 4.1 60 95 

2.5 3.7 70 80 

Remark : Larches planted in 1954. 



- 7 ー(小野)北海道におけるカラマツ造林地のナラタケ病

務署美幌事業区 9林班内の 6 年生カラマツである。

地上部の変調の程度を完全枯死木，針葉が変色したもの，新梢先端の針葉がわずかに変色したもの，お

よび見かけ上健全なものなどにわけ 8本の調査木について調査した。その結果は第 2 表に示すとおりであ

る。

第 2 表によると調査木 No.1-No.4 のようにクローネ l己変調があらわれたものは，調査年の新梢伸長

量は前年のそれにくらべいずれも小である。また，変調のない No.5-No.8では No.6 を除いて新檎の

伸びは大であった。

つぎに各調査木の根をていねいに水洗して，樹皮をうすく剥ぎとり菌糸膜が形成されている部分を調査

した。その結果は第 1 図に示すとおりである。

第 2 表と第 1 図とを照合してみると，地上部に変調がみられるものはいずれも根系の大部分が侵されて

おり，菌糸束が多量に纏絡している。一方，地上部l乙変調が認められない，一見健全らしくみられる No.

50 -OT5U I KE.DA 5-No.8 のなかでも No.

健全木
H凶~fty
lCU'ch. 

曜病木
Infedeι 
In.rch 

tm 

60 

. 

.・••• 
.. . 

云 50,. 

EM5初
出戸:言、
;区l! 30 

唾ヨ
iJ ~20 
叶~
~g 10 

ゴ
ιJ 

5 ， 6 のようにすでに根のー

部が侵されているものもあ

る。その程度!C より No.6

のように当年の新梢の伸び

が前年のそれにくらべて小

さくあらわれてくるものも

ある。

-
ｭ

s

・

o

• 
ナラタケ病に侵さc. 

。
れたカラマツの樹 1958 '57 '55 '55 '54 1958 '57 '56 '55 '54 

Ctll 

100 高成長

健全木
~_eaJ~11y 
l ωcft_ 

2.-0TSU IKEDA 

経痛木
1札feded.
Ia.t'ch. 

90 
本病lと侵されたカラマツ

の連年樹高成長量はその怪

.. . 

60 

コ~ 70 

酬 Z
~!" 60 
:蛍石、

輔さ 50
+戸ベ

棟三 40
肘 d

刑 530
き
u 20 

病の程度により緩慢に，あ

るいは急激に低下する。

年度別樹高成長量低下の

程度を調査するため池田林

務署大津事業区 2 , 50林班

1954 年 5 月植栽の内で，

カラマツについて 1958 年

8 月 lζ調査をおこなった。

1958 

. 
・. . 

'56 '57 1958 '54 '55 '56 

第 2 図 健全木とナラタケ罷病木の成長経過
Growing proc白s of larches infected with Armilla円ia
root rot, and healthy ones. 

'57 '55 '54 

Fig.2. 

10 

。

その結果は第 2 図のとおり

第 2 凶からみると個々の

木によって非常にばらつき

が大きいが，比較のために

である。
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とった健全木は連年ほぼ順調な成長をしているのに対じ，権病木は枯死した年に急Iζ 成長が減少したも

の，また枯死前年から成長が衰えたものが認められる。

連年成長減少の程度，すなわち病勢の緩急は局所的な場所によっても異なり，大津 -50 の場合は 2年

連続して成長の減少が認められたものが多かったが，大津一 2 の場合は枯死した年K急l乙減少したものが

多く認められた。前者は後者に比して病勢の進行は比較的緩慢なように思われる。

IV 発生環境調査

道内のカラマツ造林地におけるナラタケ病の発生状況をみると，造林地全面l乙発生している型と，局部

的l乙回状l乙発生している型とがみられるが，発生環境調査の点から前者のような造林地では対照区がとり

にくいため，主として後者のような発生型の造林地についてι環境調査をおこなった。調査箇所は次の 14

か所である。

A: 北見林務署美幌事業区18林班内の 2 か所 (A-1 ， A-2)。植栽後 3~5 年のカラマツ幼齢林(以下

北見，栄森一 18 という〕。

B: 北見林務署美幌事業区 9林班内の 1 か所 (B-1)。植栽後5 年のカラマツ幼齢林(以下北見，栄森

-9 という)。

C: 室蘭営林署室蘭事業区 167 ， 162 林班内の 3 か所 (Cーし C-2 ， C--3)。植栽後 3 ， 5 年のカラマ

ツ幼齢林(以下室蘭，カJレルスー167 ， 162 という)。

Dl 今金営林署今金事業区 124 林班内の 1 か所 (D- 1) ，同署同事業区 82 林班内の 1 か所 (D-2)。

植栽後 3 ， 4 年のカラマツ幼齢林(以下今金，白石 -124 ，今金，美利河 82 という)。

E ::東瀬棚営林署東瀬棚事業区 279 林班内の 2 か所 (E-l ， E-2)。植松後 5 年のカラマツ幼齢林(以

下東瀬棚，赤禿ー279という)。

F: 名寄営林署名寄事業区 55 林斑内の 1 か所 (F-1 )。植栽後 3 年のカラ 7ツ幼齢林(以下名寄，風

連 -55 という)。

G: 名寄営林署名寄事業区 72 林班内の 1 か所 (G-1)。植栽後 3 年のカラマツ幼齢林(以下名寄，中

名寄 -72 という)。

H: 神楽営林署神楽事業区 207林斑内の 4か所 (H-1 ， H-2 , H-3 , H-4)。植栽後 5 年のカ

ラマツ幼齢林(以下神楽，伊の沢 -207 という)。

1 :河東郡美蔓の民有林 3 か所 (1-1 ， 1-2 , 1 -3)。カラ 7ツ，ストロープ7ツ列状混交の林

地肥培試験地。植栽後 4年(以下河東，美蔓という)。

J :佐日間営林署佐呂間経営区 78 林班へ小班内の 1 か所(J -1)。植栽後 6 年(以下佐呂間一 78 と

いう)。

K: 紋別営林署渚滑事業区 78 林班い小班内の 1 か所 (K-1)。植栽後 4年(以下紋別，渚滑ー 78 と

いう)。

L: 名寄林務署天塩事業区 43 林斑い小班内の 1 か所 (L-1 )。植栽後 7年(以下名寄，天塩 43 と

いう)。

M: 池田林務署大津事業区 2 ， 49 ， 50 林班内の 17 か所 (M-1 ， M-2 , M-3)。植栽後 4~5 年

生(以下池田，大津という)。
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N: 北見営林署常呂経営区 89 林班れ小班内の 1 か所 (N -1)。植栽後 31 年(以下北見，緋牛内とい

う〉。

各調査地の位置凶は第 3 凶l乙示すとおりである。

U 

~o 

ト'--1
。目 20 40 60gL 

第 3図調査地位置図

Fig. 3 Map showing the surveyed locations of Armillaria root rot of larch. 

(Hokkaid�) 

(: Experiment耳1 plot. A: 18 Sakaemori, Kitami, B : 9 Sakaemori; Kitami, 

C : Karurusu , Muroran , D : Imagane, E : Higashisetana , 

F : Fûren, Nayoro, G : Nakanayoro , Nayoro, H : Kagura, 

1 : Biman, Kato , J : Saroma, K: Monbetsu , L: Teshio , 

Nayoro , M : Ikeda , N : Hiushinai, Kitami. 

A. 北見，栄森一 18(A-1 ， A-2)

1.調査地の概況

この調査地は北見林務署美幌事業区 18 林班内， 1956 年 5 月植裁のカラマツ造林地である。調査は 1959

年 10 月， 1960 年 4 月， 1961 年 7 月の 3 回お乙なったc

この地区では 2 か所 (A-1 ， A-2) において，発病部と地形，健，病部の土壌環境，土壌中におけ

る本商の菌糸束分布状況，ならびに値栽後の各年度ごとの擢病状況などについて調査をおこなったの

A-l , A-2両調査地は第 4図に示すとおり隣接しており，標高は約 250mで比較的低く，尾根筋

に近い南西斜面に位置している。
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Fig. 4 Topography and locations of plots in 18 

Sakaemori, Kitami forest. 

2. ナラタケ病の被害状況

この調査地におけるナラタケ病によ

る枯損は 1957年に発見されたが， 1959年秋には 50-100本の大国状の被害となった。

乙れらの団状被害部は尾根筋から少しさがった南西斜面にあらわれた。

これらの被害がでている箇所について，まず地形測量をおこない，造林木を 1 本ずつ調査しながら健，

病木別に図上l己記録していった。その結果，各調査地内の健病枯死木の分布状況と地形との関係、は第 5 ，

6 凶 IC示すとおりである。

第 5 ， 6 図にみられるように，乙の地区の発病の型はいわゆる団状発生型で，斜面上部に罷病木がほぼ

円形にかたまって発生しており，健，病部の境が比較的明りょうである (Plate3 -A , B)。そして，こ

の健，病部の境の付近に針葉が黄変したあらたな擢病木が点々と認められた。

A-1 の発病部付近の傾斜は 10-13・で健全部のそれは 25-28・で急斜地であった。また， A-2 に

ついては.発病部 20・，健全部 25・の傾斜であった。

3. 発病地の土壌環境

この地区の地質系統は新第三系の車止内層で，主要岩石は中部lζ細粒砂岩を有する節理lζ之しい泥岩か

らなっている。

土壌は火山噴出物(雌阿寒系〕の堆積によってできた火山灰性土壌で，土性は壌土~埴質壌土で構造は

粗粒状~粒状を示し，土壌型は全般的lζBD:d) 型IC属するが傾斜がやや急になった南西斜面の健全部では

Bc型であった。

調査は A--1 ， A-2内の健全部，発病部の 9地点について土壌断面，土壌の自然状態の理学的性質に

ついて観察，調査をおこなった。その結果は次にしるすとおりである。

a. 土壌断面

土壌断面の調査は 4月中旬にお乙なった。雪は南西面にはなく，北東面lζ残雪(深さ 40-50crn) があ
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第 5 図調査地A-l 内のカラ 7ツ樫病木の分布
Fig.5 Distribution of the larch trees aHected with 

AI'millaria root rot in plot A-l (Sakaemori, 
Kitami). 

Legend : • Infected tree, 0 Healthy tree, 
x S Investigat巴d soil, . R Collected 

Rhizomorphs. 

Contour lines interval : 2 meters 

第 6 図 調査地 A-2 内のカラマツ樫1青木の分布
Fig. 6 Distribution of the larch trees aHected with 

Armillaria root rot in plot A-2 

l Sakaemori, Kitami). 
Legend : • Infected tree, 0 Healthy t児島

。 Replanted tree，ム Dying tree, 
N Trees injured by field mouse, 
x S Invest igated soil. 

-11 ー

Profil巴 S-l BD(d) Profile S-2 BD(d) Profile S-3 Bc 
第 7図北見，栄森 (A-1 )の土壌断面

Fig. 7 Profiles in Sakaemori, Kitami (A -1  ). :おご)凍結: Freezing 
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Profile S-4 Bc Profile S -5 Bc 

Profile S -7 BD( d) Profile S -8 BD(d) 

Profile S -6 BD( d) 

第 8図北見，栄森 (A-2)

の土壌断面

Fig. 8 Profiles in Sakaemori, 
Kitami (A -2). 

;;ぷ)凍結: Freezing 

った。調査地点は第 5 ， 6 図に示すとおり南西面であるが，ところどころに土壌凍結部がみられた。その

凍結している部分は発病部のA層下部にのみみられた(巻末第 12 表，および第 7 ， 8 図)。

また，土壌断面にあらわれた特徴の 1 つに基層lζ現われる石磯の種類がある。すなわち，健全部には頁

岩の小角礁が現われるのに対し発病部には浮石の層が現われる。

調査地 A-1 の A 層と B 層の聞の層位の推移状態は発病部が判であり，健全部は漸である。そして，

発病部には凍結に基因すると思われる剥離しやすい層がみられた。

b. 土壌の理学的性質

土壌の理学性因子のうち採取時含水量が発病部に多い傾向がみられた。とくに表層部においてその差が

大であった。乙れは土壌採取の時期が 4 月中旬であったため土壌が一部凍結していたこと，また融雪にと

もなう水分があった乙となどによるものと考えられる。
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第 3表土壊の透水性(北見・栄森)

Table 3. Water percolation rat白 of soil (Sakaemori, Kitami). 

断面番号 I wf _..__ﾜl I 常変| 透水性 Water 同州伽竺te
Profile N0. |hrimh|Thickn四 I De~th ~ro~ I _. ， (c;扇而
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調査地番号 l
Plot No. I 
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つぎに両調査地内の健，病部の各層から土壌採取円筒により採取した土壌について透水性の調査をおこ

なった。実験方法は真下法K.準拠しておこなった2り。その結果， 5 分後， 15分後， 30 分後の各透水量は

時間の経過にしたがって少なくなったがほぼ同じ傾向を示した(第 3 表)。

第 3 表によると発病部は一般に透水性悪く，水はけの惑い乙とを示していあ。調査地 A-1 の発病部

は表層から下層まで透水性不良であり， A-2では表層の透水性は良いが下層が悪い結果がで、た。

そのほかの理学性因子については大きな差は認められなかった(巻末，第 53 図)。

また，乙の調査時期と別に調査地A-1については 1960 年 9 月下旬，晴天がつづいたあと①南西斜面

発病部，②同，健全部，③北東斜面健全部の各A層から土壌を採取し，土壌水分を測定した。その結果①

は 42.396 ，②は 50 .4 5ぢ，③は 66.5%を示し発病部が最も乾燥していた。
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ナラタケ病に侵されたカラマツ握病木の年度

別ひろがり

Fig. 9 Annual spread of the larch trees aHected 

with Armillaria root rot in a typical sample 

plot. 

Legend :. Trees dead from root rot one year after 

plantation, 
( Trees dead from root rot two year after 

plantation, 

( T rees rlead from root rot three year after 

plantation, 
EB Trees dead from root rot four year after 

plantation, 
( Trees dead from root rot five year after 

plantation, 
o Healthy tree, 

• Direction of slope, 

Contour lines interval : 2 meters. 
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発病の推移4. 

本病の発病推移は地方lとより，また樹種lとより差は

みられるが，カラマツの場合植栽された年から発病し

はじめ， 3-4年目がもっとも多く， 6-7年で大体

まれに 30年生ぐらいになって団状に発終えんする。

病する場合もある(後述，北見緋牛内の例)。

ζ 乙では同署 18 林班内の 1956 年植栽のカラマツ造

%
川

ω

ぬ
刀

0

1

4

;

;

l

 

g
z
U
L
豆
、
甘
さζ
ニ
O
U
P
H
E
g
t

凶
附
凶
地
相
将
軍
岡
、

林地について植栽後の発病状況を調査した。 1959年 l乙

同調査地内の擢病木を全部伐り，地際部の円板を採集

し，年輸を測定して権病枯死年を推算し，年別にそれぞ

れ図上lζ記入していった。またそれ以後同調査地内で

発病したものについても同様に調査し，図上に追加記

1 2. 3 4 5 (YeQ/ぺ7
櫨栽後年畿

Pa.ss�.s yectr ci.fter p厄ñ.to.tio 門

第10図年度jjlJ権病枯死率

Fig. 10 Percentage of annual death 

。f larch by the disease. 入していった。その結果は第 9 図に示すとおりである。

第 9 図をみると催病木の各年度ごとのひろがり方は大体の傾向として植本!と後最初に羅病木があらわれた

部分を中心にして外債W:.むかつてほぼ同心円状にひろがっていったようにみられる。

乙の地区の年度別の擢病率をみると第10図に示すとおりである。植栽後 5年目までに擢病枯死した本数

を 100 とし，各年度ごとに擢病枯死した本数を%であらわした。

しかし現地でみると，植栽後 1-2年目第 10 図からみると本数罷病率は 3 年目が最高となっている。

くらいまでは樹高も小さく被害もさほど目だたず， 3年目ごろからようやく被害として自につきだす程度

である。 4年目， 5年自になると憶病率は減少してくるが，その乙ろになると樹高も 3-4m くらいに大

きくなったものが赤変枯死していくので人自につきやすし被害も大きいようにみえる。

カラマツ造林地の場合，多少の差はあるが大体植栽後 6-7年で被害は終わる。
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5. 土壌中における菌糸束の密度と分布状況

この地区の造林地内で菌糸束がどのように健全部，発病部l乙分布しているかをみるために次のような方

法で調査をおとなった。

調査地 A-1 の典型的団状発病部の中で 2 か所，その付近の健全部の中で 2 か所を選定した。それぞ

れの箇所で 50x50cm ，深さ 0-10 cm , 10-20 cm のプロックに土壌を切りとり，端からていねいに切り

くずしながらその中に含まれている菌糸束を採集した。それらを実験室!と持ち帰り，十分水洗して土壌を

おとし，菌糸束のみを選別した。 30 臼間室内 l乙放置，風乾して重量を測定した。その結果は巻末，第 13

表のとおりである。

また，乙れらの菌糸束の密度を図で示すと Plate5 ， E-H , e-h のとおりである(上記の方法で採集

したものを 25x25cm の枠内に入れて撮影したものである)。

第 13 表， Plate 5 からみるといずれの箇所においても菌糸束が認められるが，発病部の方が健全部より菌

北見林務署美幌事業区
9林班\..¥)J l班

第11図 北見・栄森カラマツ造林地の地形および調査地の位置

Fig. 11 Topography and location of plots in Sakaemori, Kitami forest. 
Remark :・ R- Collected Rhiwmorphs. 
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糸束の量が多い。また下層より上層の方が多く認められた。

B. 北見，栄森-9 (B -1) 

1.調査地の概況

この調査地は北見林務署美幌事業区 9 林斑内の 1954 年植栽のカラマツ造林地である。調査は 1960 年;二

おこなった。

調査地の位置は第 11 凶に示すとおり山頂緩斜面近くにある。標高は約 220m で比較的低く，地形は全

体的l乙丸味をおびており，発病部は斜面上部にみられる。団状発病部の大きさは径 15 -20mで罷病木の

本数は 60 -110 本程度である。

前代広葉樹としてはミズナラの大径木，ホオノキ，イタヤカエデなどで下草としてはミヤコザサが多

く，その聞にフキ，ヨモギなどがみられる。発病部のササ，フキは丈が小さく生育不良であった。

地どしらえは全刈火入地どしらえし，下刈りは植栽後 3 年間実施しである。

カラマツの生育は沢すじの急斜地は比較的良好(樹高約 2.5-3.0m) であるが.尾根すじは不良(樹

高約1.5~2.5 m) であった。

この調査地について前記栄森一 18 の調査地と同様，地形と発病，土壌環境調査，土壌中の菌糸束分布

第12図調査地B-1 内のカラ 7 ツナラタケ

病発病部

Fig. 12 Damaged sites of A円nillaria root 

rot in plot B--1 (Sakaemori , Kitami). 
Remark: 二二:・Damaged site, 

• Direction of slope, 
x S-Investigated soil , 
• R-Collected Rhizomorp f.s, 
Contour lines interval : 2 meters. 

状況等について調査をおこなった。その結果は次に

しるすとおりである。

2. ナラタケ病による被害状況

被害のあらわれ方はいわゆる団状発生型に属し，

大尾根から南南西面l乙分かれた小尾根上lこ大，小団

状l乙発病部がみられる。発病部と地形との関係を示

すと第 12 凶のとおりである (Plate3 , C) 。

発病部付近の傾斜は 20-25・，健全部では 25~35・

と急斜地になっている。

3. 発病地の土壊環境

地質系統は前項の栄森 18 と同じく新第三系lこ

属し，土壌は火山噴出物(雌阿寒系〕の堆積によっ

てできた火山灰性土壌である。土性l土壌土~埴壌土

で構造は粗粒状~粒状である。土壌型は BD 型té属

する。

調査は 5地点について土壌断面， 4地点について

土壌中の菌糸束の分布状況を調査した。

a. 土壌断面

乙の調査地内の健，病部の土壌断面については巻

末第12表，および第13図!と示すとおりである。それ

らによると乙の地区では前記栄森一 18 のようなコ

ンクリート状の土壌凍結部はみられなかった。層位

の推移状態は大団状発病部の中心部(第 13 図， S-
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Profile S--9 Bc Profile S-10 BD(d) Profile S-l1 BD(ﾒ) 

。‘・。、。^.oO(ln

。.:。。:;:J:i ・

(;) () <:>白。

Profile S-12 BD(d) Profile S-13 BD(d) 

第13図北見，栄森一 9 (B -1) の土壌断面

Fig_ 13 Profiles in Sakaemori, Kitami (B - 1 )_ 

13) では判で他は漸であった。また下層lとみられる石擦の種類が，健全部では頁岩礁であるのに対し，発

病部は浮石礁があらわれる。乙れらのことは前記北見，栄森 18 においても共通してみられた。

b_ 土壌の理学的性質

採取円筒により土壌を採取し前項と同様土壌の理学性ならびに透水性について調査をおこなった。その

結果は第 3 表，および巻末第 53 図に示すとおりである。

これらのうち発病部の透水性は表層は比較的よいが下層にいって悪い結果を示している箇所がある。
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C. 土壌中の菌糸束分布状況

乙の地区でも健，病部別IC前法により菌糸束を採集し，風乾重量l乙より比較をおこなった。その結果は

巻末第13表， Plate 5 , A ~ D , a ~ d に示すとおりである。なおこの調査地lζ隣接する植栽後 3 年目の造

林地についてもあわせて調査をおこなった(巻末第 13 表， Plate5 , I~K ， i~k)。その結果，いずれも

発病部の方が健全部にくらべ多かった。また菌糸束の質の点では比較的新しい造林地ほど褐色の細い軟ら

かい菌糸束が多く，古い造林地ほど黒色の太い堅い菌糸束が多かった。

垂直的な分布状況については場所により差はあるが，ほとんどが地表下 O~lO cm の聞に多く分布し.

1O~20cm の聞には比較的少なく，それ以下にはごくまれに存在する程度であった。例外として植栽後 3

年目の造林地の発病部で表層がうすくすぐ下に大きな礁がみられるような箇所では表層には少なく，その

下の礁の間隙lζ多量の菌糸束が蔓延している箇所があった (Plate 4. C) 。

C. 室蘭，力}J.，ルスー 167 (C ーし C--2) ， 162 (C-3) 

1. 調査地の概況およびナラタケ病の被害状況

調査地は室蘭営林署室蘭事業区カ Jレルス国有林 167 林斑lζ小班 (1956 年植栽地〕内l乙 2 か所 (C-1 ，

C，-2) ，同 162 林斑に小班 (1958 年値.tJ(地〕内に 1 か所 (C-3 )とった(第 14 図)。調査は 1960 年 9

月と 1961 年 4 月 lとお乙なった。

両調査地とも標高は約 450m ，オロフレ山の山麓で洪語堆積地形を呈している。傾斜は南西lζ傾く緩斜

面 (4~7つである。

体調金苗向 Investig a.ted plots 

第14図室蘭・カルJレス，カラマツ

造林地の地形および各調査

地の位置

Fig.14 Topography and locations 

。f plots in Karurusu , 

乱i[uroran forest. 

土綾は有珠火山灰 A 統， B 統を母材とする残積土であ

るが発病地は鎖積土的傾向にある。 A 層の厚さは平均約

10cm で下層に有珠の火山浮石際の厚い層(1.0 ~ 1.5 m) 

が堆積している。

林況は付近一帯シラカンノ久ナラの 2次林で造林地内に

はホオノキ，ウダイカンノマ，ダケカンノマ，ノ守ッコヤナギ，

キハダ等の稚樹が発生し，林床 lとはクマイザサ，ヤマハハ

コ，オトコヨモギ，ヤマプキ，ゴンゲンスゲ，ススキ，ヨ

メナ，スギゴケ，フキ等がみられる。造林木の成長状況は

中程度で，樹高 2.5~3.0m ，直径 3~4cm であった。

乙の地区のナラタケ病による被害状況は 1959 年に発見

され，同年 20 個林班にわたって調査された結果寵病枯死

木は約 40 ， 000 本であった。

167 林班内の調査地 (C-1 ， C--2) ，および 162 林斑

内の調査地 (C-3) についてみると，権病枯死木のあら

われ方は第 15 ， 16 , 17 図のとおりである。

発病の推移は植栽後 3 年目までに植栽木の約 28%が擢

病枯死しており， 4年自には 4~5% ， 5年自には 1~2

労と急lζ減少している。権病木は緩斜地全面l乙発生してい

るが，そのなかに小田状lζ発生している箇所がみられる。
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也

第15図調査地C-1 内のカラ 7 ツ樫病木と残雪の分布

Fig. 15 Distribution of the larch trees affected with Armillaria r∞t rot and 

remaining snow in plot C-1 (Karurusu , Muroran). ，~~; : Snow depth 35 cm. 

第16図調査地 C-2 内の

カラマツ擢病木と残雪の

分布

Fig. 16 Distribution of 

the larch trees affected 

with Armillaria r∞t 

rot and remaining snow 

in plot C-2 (Karurusu, 
Muroran). 
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第17図調査地 C-3 内のカラ 7ツ罷病木

と残雪の分布
Fig. 17 Distribution of the larch trees 

afferted with Armillaria root rot and 

remaining snow in plot C--3 (Karurusu , 

Muroran). 

162 林班内 (C-3 )では緩傾斜部，ダノレミ地形になっている箇所lζ小団状([_被害がみられた。

2. 発病地の土壌環境

1960 年 9 月に 167 林班内の発病地 (C -1) については土壌調査をおこなった。調査地 (C --1) 付近

の 8地点についての調査結果は第 4 表のとおりである。 8地点のうち No.4 と No.6 は比較的罷病木が小

団状にみられる箇所である。

乙の発病部のA層の厚さは他の部分より深く，下層まで有機物が認められた。またこの部分は A2 層の

堅密度が大であり ， pH はややひくい値を示した。

さらにこれらの健，病部 2地点について土壌断面調査をおこない，それぞれの A" A2 層から試料を採

取し，理学性の認査をお乙なった。その結果は第 5 ， 6 表のとおりである。

第 5 ， 6 表からみると健，病部とも A" A2 層の土性は砂壌土であったが発病部は透水性が著しく不良

であった。また ， LjW の億も小であり，発病部の通気性は不良であった。

3. 発病地内の残雪と土壌凍結

との調査は 1961 年 4 月下旬に前記 3 調査地 C-l ，C-2 ， C-3 についてお乙なった。積雪深は約

30 cm で残雪部と融雪して林床が露出した部分がまだら模様になっていた。

1960 年 9 月に調査した被害図上lζ残雪の状態を記入し，残雪と発病との関係を比較してみた。その結果

は第 15 ， 16 ， 17 図 I[_示すとおりである。

これらのうち地形の起伏の大きい C-3 の調査地では一部発病部と残雪とのかさなりがみられたが，一

方，地形の凹凸の小さい C-1 ， C-2 の調査地では明らかなかさなりはみられなかった。さらに乙れら

のうち 3 箇所の健，病部について土壌断面調査をおこない，土壌凍結状態について比較した。その結果は

次のとおりである。
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第 4表調査地 C-1 内の土壌断面

Table 4. Soil profile in a sample plot (C -1 ). 

土壌断面
Soil profile au 

勾Z恭兵
U

-
区
J

-
勢必

品τ
。
ο今

必

A層の厚さ 20 14 20 42 18 43 14 22 
T hickness, A 

A，層の土性 SL SL SL SL SL SL SL SL Textllre, A, 

A，層の構造 Cr Cr Cr Cr Cr Cr Cr Cr Strllcture, A, 

A, A2 層の堅密度 S S S S S S S S Compactness, A, A2 A, 

A2 H sH S H sH vH sH sH 

A層の水湿状態 w W 明1 W w w w w Moistllre, A 

A，層の pH 5.7 5.6 5.6 5.4 5.4 5.1 5.4 5.4 
pH, A, 

A，層の Eh (きリボノレト) 535 546 550 558 565 595 584 587 
Eh (mV) , A, 

Remark :長: Damaged site, SL: Sandy loam, Cr : Crumb strllctllre, 

S : Soft, sH: Slightly hard, H: Hard, vH : Very hard , 

W :  Wet. 

第 5 表発病部と健全部の土壌断面

口
すE

番
印
、.
h

面
m
N

断
P

Table 5. Soil profile in damaged site (4) and healthy site (8). 

l層位|品ム|石際|土性|堅密度|孔隙 lJ 湿|蘭F 根系出rimlUJ|S町 Textllre I C山ness IPorosity Iιstllrel品lbot
sS SL I soft I IP I wet I R I A 

vS I G I hard I mP I wet I R I A 

cemented I none I wet I none I none 

hard mP I wet I none I R 

sS S 

健全部
Healthy 

slte 
(Profile 8. ) 

vS G 

none I SL I soft 

sS I SL Islightly hard 

vS I G I hard 

vS I G I hard 

A 

A 

none 

none 

Remark: sS: Slightly stone, vS: Very stony, IP: Large porosity, 
mP : Middle porosity, sP: Small porosity R: Rare, A: Abllndant. 

第 6 表発病部と健全部のA層の理学性

Table 6. Physical properties of A-layer in damaged site (4) and healthy site (8). 

断P面ro番fil号e !日阿佐|吋 G54|九1土 日量|軒:~\ I ~-;;~pha No. (cm) 吉良二/zn) (% (必) I (初 (g/400α) I (~74ÖÒα) 

日町1 si A, 55 69 3 27 3.3 1.1 

No.4 A2 93 69 6 25 2.1 0.0 

H恥陶刷叫叫e白副削叫al山揃lt凶…t出h A, 207 72 4 24 5.6 1.0 

No.8 A2 265 69 3 29 3.4 0.0 
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a. 調査地 C-l

(1) 雪が少ないと乙ろの土壌断面

tι:m.) 
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第18図雪のないと ζ ろの土壌断面 (C-1 ) 

Fig. 18 Soil profiles in a few snow covered site (167 , C.ー 1 ) 

Apr. 26 , 1961. 

(2) 雪が比較的多いところの土壌断面
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第四図 雪のあると乙ろの土壌断面 (C -1) 

Fig. 19 Soil profiles in a snowωvered site (167 , C -1 ) 

Apr. 26 , 1961. 

以上の各謁査地内においては発病部の方がいずれも凍結線が深かった。土壌凍結による結合力は有機物

や細根を含むA層が強く，下部の砂疎層は弱いように観察された。

b. 調査地 C-3

この調査地は台地上であり日射量も多く，残雪も少なかった。また凍結地も見いだしにくかった。問地

lζ残雪があることは C-l と同様で，残雪の模様で微地形が容易に観察された。健，病部の土壌断面は

第20 図のとおりである。
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この調査地の発病部はタ勺レミ地形になった箇所で雪がたまっており，土壌も地表近くの一部が凍結して

いた。乙のような箇所は季節的lζ土壌湿度も大きく，湿潤期間も長いととが予想された。

4. 土壌の理学的性質

C-l , C-3 の 2 調査地内の健， 1育部から円筒試料を採取し，理学性，透水性について試験した。そ

第 7表土壌の理学性(室蘭，カ JレJレス)

Tab!e 7. Physica! properties of soil (Karurusu , Muroran). 
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第 8 表 土壌の透水性(室蘭，カルルス)

Tab!e 8. Water per∞!ation rate of soil (Karurusu , Muroran). 

調査地 |断面番号|層 位|の厚さ| 透水性 W批r perco!ation rate 

pht|PRh!e| おZ'nlThiJ;ふ|時th ~rorn， I ~. (叫min)
|I  HV"LVH  I (cm) I surface (cm) I 5 min ! 15 min I 

162 林班 I I A, I 15 I 1O~14 I 325 I 243 I 
(C - 3 ) I 1 I r- '̂  . I ^^ ~~ I ，~^ I nM  I 

Damag吋 d臼 I I G I 40+ I 28~32 I 420 I 285 I 

30min 

207 

178 

162 林斑
(C-3 ) 

Healthy site 

5~9 77 30 

28~32 374 315 

167 林班 | 
(C -1) I 3 

Damaged site I 

Remark : G…Grave! , n…V o!canic ash. 

5_9 62 

315 235 

39 

208 18へ，22
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の結果は第 7 ， 8 表に示すとおりである。

第 7 , 8 表からみると土壌の理学性では発病部の方が健全部より湿潤度は大きい傾向があり.また最小

容気量では発病部の方が小さい傾向があった。凍結土壌の水分は表土層で 50~60%，最大容水量の 80~

90%に相当する。憶病木が団状にでている箇所は過湿で， C-3 の下部では上，下層とも湿潤度は約 90

%であった。

透水性については発病部の方がむしろ大きく，北見の調査結泉とは逆の結栄であった。一般に下層に浮

石磯が多いため下層の方が透水性大であった。

5. 土壌中の菌糸束

土壌中の菌糸来分布状況調査は北見の調査方法(15ページ参照)と同じ方法でおこなった。その結果は巻

末第 13 表に示すとおりである。第 13 表からみると発病部の方が健全部にくらべてはるかに多くなってい

る。地形では斜面下部の凹部に菌糸束が多く，斜面上部に少ないのは北見，栄森の場合と対照的である。

D. 今金，白石 -124 (D -1) ，同，美利河 -82 (D-2) 

1. 調査地 (D-1 )の概況およびナラタケ病の発生状況

この調査地は今金営林署今金事業区 124 林班l乙小班内で標高約 300m. 傾斜方向は凶面である(第 21

図)。前代樹種はプナノキ，シナノキ，イタヤカエデ，ナラ 3 キハダ，カンパ類である。 1952 年lこ山火事

が発生した跡地で，現在の植生はシナノキ，ナラ，カンパ類，キノ、ダ，オオカメノキ，タラノキ，クマイ

ザサ，ヤマハハコ，ノプキ等がみられる。植栽は 1958 年 5 月で，調査は 1961 年 9 月におこなった。

権病木のあらわれ方は第 22 図lζ示すとおりで，斜面中腹の傾斜がゆるやかになったいわゆるダルミ型

X: 吉岡査箇片 Il1 ve5tlgQt~d plot 

第21図今金，白石カラマツ造林地の地

形および調査地の位置

Fig. 21 Topography and locations of 

plot in forest. 5hiroishi, Imagane 

の地形の部分lζ小団状l乙発生している。前述の北見，室

蘭の発病地にくらべると発病程度は少なく，植栽本数の

約10%である。

2. 発病地 (D-1 )の土壌環境

乙の地区の地質系統は新第三系に属する瀬棚層で主要

岩石としては砂質岩~泥質岩を主とし礁岩，凝灰質岩を

挟み亜炭を含む。土壌型は BD~BF 型である。

土壌調査は第 22 図に示した 5 -15 , 16 , 17 の 3 地点

についておこなった。その結果は第 23 図，および巻末

第 12 表!こ示すとおりである。

斜面上部の試孔点 5-15 付近の傾斜は 10~20・の直

斜面で，健全部である。土壌断面についてみてみると H

-A層は山火跡地のため焼炭を含んでおり軽量重であり，

L層はササ.カラマツの落葉が薄く堆積していた。 E属

は火山灰および火山砂が堆積した層からなっている。こ

のうち火山灰層は比較的堅硬であるが，その層が薄いの

で植物恨の侵入を阻止する障害にはならないと思われ

る。またその下の火山砂層は軟または援で，植物根の侵

入には影響はないものと思われる。
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やや下がった S-16 では傾斜はゆるくなり 3

~5・でわずかにくぼ地になっており罷病木が周聞

に点々とみられる。土壌は全体的p::湿っており，

E層の上部は火山灰層で厚く堅いので一時的に滞

水することが想像された。 A層と Bl 層 l乙はナラ

タケの菌糸束が認められた。

S-17 付近はやや凸斜面になっており，傾斜

は約 10・である。乙乙でも E層上部に火山灰層が

みられるが非常にうすく，その下のB ， C層には

安山岩の小角礁が認められた。

3. 土壌中の菌糸束

土境中の菌糸束分布状況については第 22 図に

示す 9 点について調査をおこなった。

前項までは 50 x50x 10cm の土壌プロック中の

菌糸束について比較をおこなってきたが，採集に

あたって時間と労力を要するので，本項以下は

30 x 30 x 10cm 中の菌糸束の量について比較した。

その結果は巻末第 13 表 l乙示すとおりである。

巻末第 13 表からみると縫，病部ともに菌糸束

は認められるが，比較的擢病木が多く認められる

付近の R-29 ， 30 の両調査地点では多く採集さ

れた。

第22図 カラ 7 ツナラタケ病罷病木の分布

(今金，白石)

Fig.22 Distribution of the larch trees affected 

with Armillaria root rot in plot D -1 

(Shiroishi, Imagane). 

Legend : 0 Healthy tree, 

。 Replanted tree, 

• Infected 甘ee，

ム Dying tr田，

N Trees injured by field mouse, 
X Investigated soil , 
R-CoUected Rhizomorphs, 

Stump of the deciduous tre白

Contourlines interval : 2 meterミ

- 25 ー
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Profile S -15 BD Profile S -16 BF Profile S -17 BD:W) 
第23図今金，白石 -124 (0 -1) の土壌断面
Fig. 23 Profiles in Shiroishi, Imagane (0 - 1 ). 

R: 菌糸束 Rhizomorphs

4. 調査地 (0 --2) の概況および

ナラタケ病の発生状況

30・「ーーーー 一ーーーーーーーーーー

乙の調査地は上記調査地 (0-1 ) 

の北東約 16km の同署同事業区 82 林

斑お小班内lζ位置する。標高は約 400

m ，傾斜方向は東面である。前代樹種

40 ‘ 

50・

C. I~-- I はプナ，ナラ，イタヤカエデ，シナノ

イ IC キ，センノキ，ナナカマド，キハダな
どである。植栽は 1957 年 5 月で調査

は 1961 年 9 月におこなった。現在の

植生はキハダ，クマイザサなどである。

権病木のあらわれ方は山麓の傾斜が

ややゆるやかになった部分にわずか発

生しており，全般的l乙は発病は少ない。

乙の調査地内の各試孔点S-18 ， 19

Profile S -18 BF Profile S -19 BF の土壌型，土壌断面は第 24 図，およ

第24図今金，美利河 82 (0 --2) の土壌断面
Fig. 24 Profiles in Pirika, Imagane (0 -2). 

R: 菌糸束 Rhizomorphs

び巻末第12表に示すとおりである。

土壌型は BF 型で全体的l乙湿ってお
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り，発病部付近の傾斜は 8-10・，地形は山麓凹緩斜面である。土壌断面では A。層は L (カラマツ落葉，

ササ類の葉〕のみで， B層においては腐れ根が多く認められた。またB層上部には断片的 IC.火山灰層がみ

とめられる。

乙の発病部lζ隣接する健全部では傾斜がやや急になり約 15・の平衡斜面で，土壌断面は発病部と同じく

B層l乙腐れ根が多く認められる。表層下 40cm までは過湿状態でナラタケの菌糸束が腐れ根にモって伸び

ているのが認められた。，......一『マー、 、、、、 / ，ー ./fffff .~，，/、 J

E. 東瀬棚，赤禿ー 279 (E 

-1 , E-2) 

1. 調査地の概況およびナラタ

ケ病の発生状況

乙の調査地は東瀬棚営林署東瀬

棚事業区 279 林斑は小班内で標高

約 50m，傾斜方向は南面である

(第 25 図)。 X:調~箇片 Investi9Qted plots 

前代樹種はプナノキ，ナラ，ト

ドマツ，イタヤカエデ，キハダな

第25図 東瀬棚・赤禿カラマツ造林地の地形および調査地の位置
Fig.25 Topコgraphy and location of plots in forest. 

Akahage, Higashisetana 

どである。現在の植生はクマイザサ(ササ

丈: 1- 1.5m) ，キハダ，ヤマグワ，シ

ラカンノマ，ホオノキ，タラノキ，ヤマブド

ウ，スゲ類，ノコンギクなどがみられる。

この調査地は以前トドマツが造林されて

あったが 20 年生ぐらいのとき山火事が発

生し，その後 1956 年 5 月にカラマツが造

林された箇所である。

調査は 1961 年 9 月におこなった。擢病

木のあらわれ方は造林地全面l乙散発的[ζ発

生している。それらのなかでもダノレミ地形

になった箇所l乙小集団状に発生している。

被害の推移は植栽後 5年を経過しているの

で少なくなってきている。

調査は綾部になった箇所 (E -1) とそ

れに隣接する緩斜地 (E-2) の 2 か所に

ついて謂査をおこなった。 その結果!土第

26 , 27 図 lζ示すとおりである。

2. 発病地の土壌環境

この地区の土壌は下層lζグライ層がみら

れカベ状構造になっており，発病部は過湿

第26図 カラ 7 ツナラタケ病擢病木の分布(東瀬

棚，赤禿ー 1 ) 

Fig. 26 Distribution of the larch 仕巴邸 affected

with Annillaria root rot in plot E-1 

(Akahage, Higashisetana). 
Legend : Refer to Fig. 22, 
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E-2 ..... 0 ""，@p'智 Jf 。
になっている。

調査地内の試孔点 S-20 ， 21 , 22 

の土壌型，土壌断面は第 28 図およ

戸示すとおりで

鞍部になった箇所 (E -1) の発

病部付近の傾斜は 3-4・，土壌型は

G型である。 S ---20 の断面をみると

H---A 層には腐植，焼炭，植物根

が認められる。 E層の上部は火山灰

層です乙ぷる堅く，その厚さは 3-

4cm ある。 n層下部の火山灰砂は

懸である。 A層はかなり過湿で腐れ
。。。一 o @ 0 _0 �-00 ~Õ ﾐ@ 0 @V.~ 0"" oV",o 0 OU~. --;O-J:L 器片~'("・
。@&J@:::@ 0""'_0 o-_(i) o-r..@ .y oUnu 0 O~'"'O 0 0 0 %Q.; ~唱時相 根が認められる。下層の A' 層 lこも

kJs JoJ 争。 0 0 0 0 0 0 。口。。二三工LHR …，~ 

-ーーキニニJO___v 一一一一一ー 腐れ根，ナラタケの菌糸束が認めら

第27図 カラマツナラタケ病擢病木の分布(東瀬棚，赤禿
-2) 

Fig_ 27 Distribution of the larch trees aHected with 
Armillaria root rot in plot E -2 (Akahage, 
Higashisetana)_ 

れる。 G 層は地表下 20-25cml乙

あらわれ，斑鉄が認め与れる。その

ため林木の良好な生育は期待できな

Legend : Refer to Fig_ 22_ いと忠われる。

緩斜地 (E --2) 内の試孔点 S-21 ， 22 についてみると斜面上部の S-21 付近は健全であり傾斜は

相・

~・ー

60 ・

市・

j. /, 
U 

-一一一町司ー一一---_J I 日良市

“ 

C 

Profile S -20 G Profile S -21 BD Profile S -22 G 

第28図東i瀬棚，赤禿-279 (E -1 , 2) 内の土境断面
Fig_ 28 Profiles in Akahage, Higashisetana (E - 1 , 2)_ 
Fe :斑鉄 Brown ‘dots' of iron, R :菌糸束 Rhiwmorphs



北海道におけるカラマツ造林地のナラタケ病 (小野)

第 9表土壌の湿潤度

Table 9. Moisture of soils. 

土壌断面|層 位|事子育弘量 13-F? 水 2tlE 潤度
| | afDふvlnglJ ftLshtil i |時W叫・

Soil profile I Horizon I 1...a.;~~~Ly I U~ ut'c~~\ ""uu. I I "v"wu  I (%) I (%) I (%) 

Damaged site A, 66 

A2 45 
E-2 (5-22) 

E 58 

Healthy site A, 64 

A2 49 
E-2 (5-21) 

E 59 

Damaged site A, 63 

A2 48 
E-1 (5-20) 

E 58 

5-7・の平衡斜面であるn 土壌型は BD 型で断面

は E層lζ堅い火山灰層があるが根は約 40cm の深さ

まで認められカラマツの生育もよい。

一方，斜而下部の 5-22 付近の土壌は過湿で，

土壌型はG型であるの断面は E層の火山灰層がすこ

ぶる堅く，地表下 25cm のところからG層になりそ

の中に斑鉄が認められるのカラ 7 ツの生育は悪く，

'mI病木は数点認められる程度であった。

つぎに各調査地点の採取土壌について湿潤度の調

査をおこなった。その結果は第 9 表!と示すとおりで

ある。

また土壌中の菌糸束の量は全般に少なく.斜面下

部の発病部よりむしろ斜面上部の健全部に多い傾向

がみられた(巻末第 13 表)。

F. 名寄，風連 55 (F -1 ) 

62 94 

39 87 

53 91 

45 70 

37 76 

47 80 

58 92 

39 81 

50 86 

- 29 

1. 調査地の概況およびナラタケ病の発生状況
第29図 名寄，風連カラマツ造林地の地形お

この調査地は名寄営林署名寄事業区 55 林斑内で

標高は約 250-300m ，傾斜方向(i北面で山麓緩斜

部に位置している。傾斜は 10-20・である(第 29 図)。

よび調査地の位置

Fig.29 Topography and location of plot 

in Fûren, Nayoro forest (55). 

植栽は 1960 年 5 月，調査は 1962 年 10 月にお乙なった。前代の樹種としてはイタヤカエデ，ハルニレ，

シナノキ，ナラ，ドロノキ，キハダなどの広葉樹があげられる。現在の植生は下草としてはクマイザサを

主とし，コウゾリナ，ヤナギラン，アキノキリソソウ，エゾイチゴなど，低木としてはキハダ，ナラ，シ

ラカンパ，ドロノキ，ニワトコ，ヤナギ，タラノキなどがみられる。

地形と発病との関係は沢よりの箇所[乙点々と発生しており，そのなかでも局地的に傾斜がゆるやかにな

った部分(調査点 5-24 の付近) ，乙小団状に発生している(第 30 図)。傾斜は 5-23 付近は約 20・，



BD Profile S---24 BD 

第31図名寄，風速 (F 一一 1 )の土壌

Fig. 31 Profiles in Füren, Nayoro 

乙の調査地は植栽後 3年を経過しており，当年新しく発病したもの

が点々と散発的にみられる。発病はなお 2-3年つづくものと恩われ

発病地の土壌環境

乙の調査地の土壌は古い運積土で，埴質である。 A2 ， B，層lζ堅果

状構造がみられる。土壌の水湿状態は全般に湿っている。 B" B2 層

にみられる礁は凝灰質集塊岩，泥岩等である。乙の調査地内の試孔点

S-23 , 24 , 25 の土壌断面ならびに理学的性質の調査結果は第 31 図

および巻末第12表lζ示すとおりである。

発病部の土壌断面は A2 層がややうすく，湿っており，採取時含水

乙の調査地は名寄営林署名寄事業区 72 林班内で，標高は約 270-

ダケカンパなどの広葉樹が約

そのなかでも発病部は少なかった

チゴ，ヤナギラン，キオン、アキノキリンソウ，コウゾリナ，ツ Jレツ

エゾイ

全般的にみて発病は少なく小発型の部類lζ属するものと恩われる。

九
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300m ，傾斜方向は北西面，斜面の中腹に位置する(第 32 図)。

現植生はクマイザサを主とし，

植栽は 1960 年 5 月，調査は 1962 年 10 月にお乙なった。

調査地の概況およびナラタケ病の発生状況

Oh l l 

名寄，中名寄 72 (G ---1 ) 

前代木はトドマツが約 20% ，ナラ，

ゲ，シラカンパ稚樹などがみられる。

菌糸束の量は全般に少ないが，

第 179 号

るが，被害は減少の傾向にある。

S-24 付近は 14・であった。

80%の針広混交林であった。

量はやや多くなっている。

Profile S-ー23

林業試験場研究報告

(巻末第 13 表)。

G. 

駒・

2. 

1. 

遇L

第30図調査地内における

カラマツ罷病木の分布

Fig. 30 Distribution of 

the larch 仕e白 aHected

with Armillaria root 

rot in plot F -1 (F皞en 

Nayoro). 

Legend : Refer to Fig. 

22. 
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31 -(小野)北海道におけるカラ 7 ツ造林地のナラタケ病

第33図調査地内における

カラ 7 ツ怪病木の分布
Fig. 33 Distribution of 

the larch trees affected 

with Armilaria root rot 

in plot G-1 

(Nakanayoro, Nayoro). 

Legend : Refer to Fig. 

22. 

ー:過湿根腐れ

B2 。

BD Profile S-25 

断面
(F -1). 

名寄12
G~ー

第32図 名寄，中名寄カラ 7ツ造林地の

地形および誠査地の位置

Fig. 32 Topography and location of 

plot in Nakanayoro, Nayoro for白t

(72). 

限病木のあらわれ方は全般的[乙少なく，小発型[こ属する。

罷病木は緩斜地のなかでもダJレミ地形!となった箇所に小団状l乙発生する傾向がみられる(第 33 図)。

石擦が多く，場所により過湿な部分があり，そのような所はナラタケによらない根腐れがみられた。そ

してナラタケによる罷病木はその周辺に多くみられた。

なお，この地方は多雪地帯であるため雪圧によって樹幹が地際からおしまげられ，変曲亀裂を生じた橿

病木が多かった。
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。

20・'ハ o " � ~ I町
Eドト~ f 

4ð・ o 0 0 0 ω ・I l D ~♂ σIq .. 
。グ

Profile S -26 BD Profile S -27 BD 

第34図名寄，中名寄 (G -1) の土壌断面

Fig. 34 Profiles in Nakanayoro, Nayoro (G - 1). 

第35図神楽，伊の沢カラマツ造林地の

地形および調査地

Fig.35 Topography and location of 

plots in Inosawa, Kagura forest (207). 

2. 発病部の土壌環境

Profile S -28 G 

第36図

Fig.36 

この地区の土壌も前項の名寄，風速ー 55 の調査地

と同じく運積土で埴質である。土壌型は BD型である。

斜面上部の比較的健全部 (S -26) 付近の傾斜ば

17・でその筒所の断面は第 34 図および巻末第 12 表 lこ

示すとおりである。

S -.26 の断面はA。層うすく粗(C.堆積している。礁

は安山岩で地表の1珠と断面中の礁は異なった安山岩で

ある。腐植の浸透は惑く，構造は明りょうでない。 C

層はいわゆるつまり型であるがカベ状ではない。

平衡斜面下部の発病部 (S 一一 27) 付近は 5・前後の

緩斜地で，断面iま S - 26 とほぼ同じである。7.k湿状

態は湿で.腐植の浸透は惑いとはL 、えないわ C層は礁

がすこぶる多くでてくるが S -26 にくらべると大形

のものが多くなる。断面の色はやや淡い色になっている。

また菌糸束の量は健，病部とも比較的少なく，とくに差はみられない。

H. 神楽，伊の沢一 207 (H • 1 , H-2 , H-3 , H-4) 

1. 調査地の概況およびナラタケ病の発生状況

この調査地は神楽営林署神楽事業区 207 林斑内で， 標高約 300m ，傾斜方向は北東~東面である(第

35 図)。

植栽は 1957 年 5 月，調査は 1962 年 10 月にお乙なった。

前代木はアカエゾ7 ツ，クロエゾマツ，トドマツ，シナノキ，カツラ，夕、、ケカンパ，ナラ，イタヤカエ

デなどの針広混交林であった。現植生はクマイザサ(ササ丈 1 m) を主とし，エゾイチゴ，ヒロハスゲ，

ススキ，ワラピ，ヨツパヒヨドリノfナ，エゾヨモギなどがみられる。
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Profile S -29 G Profile S -30 Bc Profile S -31 Bc 

神楽，伊の沢 (H - 1 , 2 , 3 , 4) の土壌断面

Profiles in Inosawa, Kagura (H - 1 , 2 , 3 , 4). 

この調査地は植栽後すでに 6 年を経過しており，新しく当年羅病したものはほとんどなく，病勢の進行

は大体とまったかたちになっていた。ナラタケ病の発生は山腹斜面上部の緩斜地 (5 ~ 10・)全面に発生

してHる。そのなかでも 5~ 15 本小集団状にダノレミ地形のところに罷病木がみられた。箇所によっては

調査地 H-2 内の S -29 のように地表下 60cm ぐらい下((水がでてくる所があったわこのような筒所で

は過湿部を中心としてその周囲l三陸病木が団状にあらわれている。

菌糸束は地表l乙近い部分に多くみられ，下の方にはまれにしか認められなかったn

2. 発病部の土壌環境

乙の地区の土壌は残積土で，各調査地点の標高，傾斜，士壌型，土壌断面の調禿結果は第 36 図および

巻末第 12 表に示すとおりである。

第 36 図および巻末第 12 表からみると調査地 H-1 内の S-28 付近は， 15 本ぐらい団状に罷病木が発

生している。その箇所の土壌断面はA。層はうすく粗， A" A2 層は約 16cm，それ以下は G" G2 層になっ

ており水湿状態は多湿になっている。 この部分の割れ目からは水分がでてくる。根は G，層にはいってい

るが細根が腐ってきている。

調査地 H --2 内の S-29 付近も S-28 と同じように団状に羅病木がみられる箇所でC~G層が相当

堅密になっているのそのうえ湿~多湿になってい

るため根の伸長はよくなく， A 層およびB~G

層に腐れ根が認められる。

調査地 H-3 内の S-30 ， H-4 内の S-31

付近は罷病木少なく数本散発的にみられる程度の

箇所である。土壌断面はともに前記 2地点にくら

べて良く，水湿状態も潤で腐れ根もなく比較的深

くまではいっている。

1.河東，美蔓 (1-1 ， 1-2 ， 1-3)

1. 調査地の概況およびナラタケ病の発生状況

この地区での調査は第37図 l乙示す 1-1 ， 1-2 , 

1-3 の 3 調査地についておこなった。位置は河

第37図 河東，美蔓カラマツ造林地の地形および

調査地
Fig.37 Topography and location of plots in 

Biman, Kat� forest. 
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東部清見町字美蔓 15 号酋 17 線にある民有林内で標高は約 190m である(第 37 図)。

各調査対!ともカラマツとストロープマツの列状混交の造林地で，徳裁は 1958 年 5 月，調査は 1962 年 10

月におこなった。

両樹種とも比較的成長;ま良く，樹高はカラマツ 3.5-4.2 m ，ストロープマッ1.5-2.6 m であった。

これらの造林地は植栽前放牧地として 3 年間放置されていた筒所である。前代の樹種はカシワ，ミズナ

ラ，シラカンバなどで，現植生はミヤコザサがまばらにあり，その聞にフキ，ワラビ，カラマツソウ，ハ

ギなどがみられる。

ナラタケ病の発生状況は造林地全面!と，また小集団状!こ発生している。団状発病部は比較的尾根筋にi!i

い筒所にみられた。

2. 調査地(1-1)

調査地 1-1 は 1958 年 5 月当支場土壌研究室!とよって，林地施肥試験地として設定された筒所である。

施肥と各樹覆の成長量との関係については，土壌研究窒において毎年継続調査がおとなわれている。施肥

試験の方法は次のとおりである。

( 1 ) 試験地の位置:第 37 図に示すごとく北西に面した 12-13・の傾斜地内に設けられた。

(2 )供試肥来い片倉チッカリン 3 号

( 3) 施肥量区: 1 本あたり 200g 区 (1 ， IV区)， 100g 区 CH ， V 区) ，対照区 (11 , VI区〕の 3 区と

し 2 回反復とした。

( 4 ) 植栽方法:カラマツ，ストロ プマツ列状混交植栽，長方形楠え(列間 3m ，苗間 2m) とした。

この試験区においてナラタケ病による枯損が確認されたのは 1961 年であった。枯損木は大部分抜き取

られることなく，そのまま放置されてあったため， 1962 年 10 月に調査をお乙なった。枯損木は I 本ずつ
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第38図林地施肥試験地 1-1 内のナラタケ病羅病木の分布

Fig.38 Distribution of the larch 甘ees affected with Armillaria root rot 
ma 侭perimental stands. of forest fertilization. 

Remark : Plot 1 , IV Fertilized 200g per 1 tree. 

Plot H, V Fertilized 100g per 1 tree. 

Plot 11 , VI Unfertilized. 

o : Healthy larch tree. • : 1nfected larch tree. 

口: Healthy white pine. 園: 1nfected white pine. 

@，回: Replanted tree. 



北海道におけるカラマツ造林地のナラタケ病 (小野) -35-

地際部の樹皮をけずり，菌糸膜の形成の有無を確かめた。その結果乙の調査地内における枯損木は全部ナ

ラタケの侵入を認めた。各試験区内におけるナラタケ病による枯損状況は第 38 図，第 10 表 l乙示すとおり

である。

第 10 表から乙の試験区全体の発病推移状況をみてみると，植栽後 2 年自にわずか擢病木が発生し， 3 , 

4年目としだいに増加し， 4 年目までに全植栽木の約 20% が罷病枯死した。

樹種別にみるとカラ 7ツは植栽後初年目には 05ぢ， 2 年目は 0.8%. 3 年目は 7.6% ， 4 年目は 8.9%

で 4年目までに擢病枯死したものは 17.3%となっている。一方，ストロープ7ツは初年目， 2 年目とも 0

9ぢ， 3 年目 5.1% ， 4 年目 15.7 必で全体として 20.8%となっている。カラマツとストロープ7ツの年度

別擢病枯死率を比較してみると，カラマツの方がストロープ7ツよりやや早く枯損木があらわれるが， 4 

年固までの全体の枯損木では大きな差!まみられなかった。

3. 調査地 (1-2 ， 1-3) 

乙の調査地は前記林地施肥試験地lζ隣接しており，第 37 図に示すとおり小尾根をはさんで北西斜面と

東斜面に位置している。樹種，林況，植栽樹種，植栽方法，植栽年度，調査年月は調査地 1 -1 と同じで

ある。

第 10表 林地施肥試験地内のナラタケ病によるカラマツ，ストロープマツの年度別

枯損状況(河東，美蔓)

Table 10. Annual death of the planted trees by Armillaria root rot in the 

experimental stands of forest fertilization (Biman, Kat�). 

処理鰍
区
一
山

Treatment 

樹種

Trees species 

植栽総本数|健全木
Nos. of 1 Nos. of 

planted treesj healtny 
(May, 1958) 1 treES 

ナラタケ病による枯死本数
Nos. of trees killed by 
Armillaria root rot. 
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第40図調査地B内におけるカラマツ，

ストロープマツ擢病木の分布

Fig.40 Distribution of the larch 甘ees，

the white pin直 aHected with Armillaria 

root rot in plot 1-3 (Biman, Kat�). 
L暗end : Refぽ to Fig. 39 

第 179 号

(-3 

林業試験場研究報告- 36 ー

一
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

乏
O
@

・

o
o
o
f
-
@
G
o
o
-
-
E
0
0
0
0

一0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

一0
0
0
0
0
0

一
・
0
0
0
0

百
・

0
ロ
o
一0
0
0
o
h一

一
口O
ロ

@
0
0
0
0
0
0

・

0
0
@
O
D
V
0
0
0
0
0
す
@
0
0

一
。
・o
o


-
0
0
0・

0
0

ロ

0

・
・

0
2
e
o
o
o。
。
す
・
0
0
0

す
o
o
-
-
o
o
o
o
J

一
ロ
ロ
ロ
心@s
:
o
o

一
O
@
0
0
・
一M，
.
@
0
0
7
ロ
・
・
L
0
0引0
0一

一

o
o
o
O
O
G
o
-
-
o
a
o
o
o
f
-
-
@
0
0
0
す
0
0
0
0

一o
O
E
O

-
o
:ロ
ロ
ロ
白

O
U
D
-
E
0
4
0
0
d

ロ
品
・
十::
7
:
L

ロ
ロ
前
回

一o
o
-
-
0
0

・
M
・

0
0
0
7
0
h
・
ι
E
O
-
-
o
@
o
τ
o
o
o
L
o
k
d
q

1
0
0
。
0
0
0
O

・
G

・

0
o
a
o
-
-
0
0・
一0
0
@
0
0
0

一0
0
@
o
o
z
o
o

-
a
。

e
O
B
o
o
-
D
@
3

・
9
3
L

・

3

〉
-
}
「
'
-

-
i
f

《

t

・
〈

e
c
e
c
s
-
o
o
-
-
-
-
0
0
0
0
0
@

一O
O
G
O
o
-
0
0

・

司
。

0
0
0
0
D
D
D

白

3
3
3

ユ
2
3

「
「
」

一tE
C
C
E
C
C

ロ
ロ
』
ロ
ロ

O

骨

o
e

二
o
e
0
0

・
一-
c
o
o
-
z
o
D
O

T
-
-
0
0
0
0配
D
D
-
E

・
コ

L
》
、
，
〉
〉
'
「
「
一

-
J
'
V
1
1

，
《
・

4

・

E

・

-
C
E
C
E
-
-

二
R
U
G
-
O
@
O
O

一G
O
O
o
-
-
0
0

・

2
6

ツ
L
r

位

第39図調査地A内におけるカラマツ，
ストロープマツ権病木の分布

Fig.39 Dis甘ibution of the larch trees 
aHected with Armillaria root rot in 
plot 1-2 (Biman, Kat�). 

Legend : 0 Healthy larch 仕ee.
口 Healthy white pine 甘ee.
• Infected larch tree. 
圃 Infected white pine 仕ee.
@ Replanted larch 住ee.

o <:>戸、 σ....... 0 /'、
c bv  ovoｭ

。<::> 0 。

Profi1e S-32 

GQ-



北海道におけるカラマツ造林地のナラタケ病 (小野) 37 ー

ここでは擢病木の発生状況，健，病部の土壌断面，土壌中の菌糸束分布状況などをみるために調査をお

こなった。その結果催病木の発生状況は第 39 ， 40 図に示すとおりである。

第 39 ， 40 図からみると，東斜面 (1 - 3) においては山頂緩斜部に小集団状に発生しているのがみら

れ，沢よりの傾斜が比較的急になった部分は羅病木が少なかった。また北西斜面 (1 -2) では全面に発

生しているが，その中でも山頂緩斜部l乙羅病木が小集団状にあらわれる傾向がみられた。

土壌断面についてみてみると第 41 図および巻末第 12 表に示すとおりである。発病部の Al' A2 層は健

全部のそれにくらべてうすく，また礁を含んだC層も比較的上の方にみられる。

自然土壌の理学性では採取時含水量 (1962年10)3 上旬採取)は健全部にくらべ発病部の方が少なかった。

また土壊中の菌糸来の量は巻末第13表に示すとおり健，病部とも大差なく，大体 1~2g程度であった。

J. 佐呂間 78

乙の調査地は佐呂間営林署佐呂間事業区 78 林班へ小班内 l乙位置し，地形は沢をはさんで凹地状になっ

た造林地である。斜面は南西面と北東面で傾斜は北東西が約 20巴，南西面は'1O~17固である。

土壌は崩積土で BD 型 l乙属する。 A層の厚さは 20~50cm ，色は淡黒褐色を呈している。土性は埴質壌

土で堅密度は軟，水湿状態は潤であるが部分的にA層下部に多湿な部分がみられる。

乙の箇所の前代の樹種はナラ，イタヤカエデ，ヤナギなどの広葉樹であり，それらの伐根(直径 20~

25cm) が点在している。

植裁は 1954 年 5 月，調査は 1959 年 10 月におこなった。

この造林地内におけるナラタケ lとよる被害木は 1956 年ころから目だちはじめ， 1956 , 1957 年の 2 固に

わたって抜き取り焼却された。しかしその後もなお擢病木が継続してみられ，調査時においても新しく当

年擢病したものが点々とみられた。このことから，乙の調査地における発病の経過は植栽後かなり継続し

て発病する緩慢型で，しかも罷病木は造林地全面Î(ζ発生し被害量も大であった。

K.紋別，渚滑一 78

乙の調査地は紋別営林署渚滑事業区 78 林班い小班内にあり，植裁は 1956 年 5 月，調査は 1959年 10 月

(とお乙なった。

この造林地の周囲はナラ林になっており，調査地内lこはナラ，イタヤカエデなどの伐棋が散在してい

る。下草にはミヤコザサ，カンスゲなどがみられる。

ここでは地形と発病との関係について調査をお乙なった。傾斜は 25~300 の急斜地で南西函である。山

頂から沢まで約 200m ，幅 8m のベルトをとり，健，病木別に図上l乙記録していった。その結果，全般的

lこ擢病木は少なく， 111頂から少しさがった部分に 4本，中腹のやや凸部になった箇所に 8 本，それから少

しさがった部分に 3 本それぞれ小集団状[ζ擢病木がみられた。

乙の箇所は既往の調査例からみて，それぞれの発病部を中心にしてなお 1~2年罷病木が継続して発生

する乙とが予想された。なお，カラマツの生育は全般に不良で針葉黄変(ナラタケ[ζよらないもの)した

ものが多かった。

L. 名寄，天塩 -43

この調査地は名寄林務署天塩事業区 43 林斑い小班内で，標高は約 180m ，傾斜は北西面，緩斜地 (5

~7つである(第 42 図)。

土壌は Bc(d) 型で土性は埴土である。土壌断面では A層うすく1O~15cm ， B層 24~35cmで，それ
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第43図名寄，天塩43のカ

ラマツ造林地内のナラタ

ケ病寵病木の分布

Fig.43 Distribution of the 

lar:h 位ees affected with 

A仰向illaria root rot in 

plot (Teshio, Nayoro). 

Legend : Refer to Fig. 

22. 

名寄，天塩カラマツ造林地の地形お

よび調査地
Fig.42 Topography and location of plot 

in Teshio, Nayoro forest (43). 

第42図

また石礁 (3 ~4cm) ぞれの層の厚さは尾根に近い方がうすくなっている。

があらわれる深さは発病部が浅く， 8 ~ 10cm 下にみられた。

乙の造林地は 1951 年 6 月，山火事があった跡地で，その後 1953 年 5 月にカ

ラマツが植栽された。調査は 1959 年 9 月にお乙なった。
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前代の樹種はナラ，シラカンパ，イタヤカエデなどの広葉樹の二次林で，造

林地内l乙は直径 20~30cm の伐恨が点在している。下草はク 7イザサが密生し

ており，その聞にシラカンパの稚樹，イチゴ類がみられる。

ナラタケ病による被害木の発生は全面にみられるが，そのなかでも斜面中腹

のややダlレミ地形になった筒所に団状l乙発生している。

地形と発病との関係をみるために①斜面上部，②中腹の緩斜部，③山麓部l乙

わけで調査をお乙なった。その結'*①では調査木 165 本中 33 本 (20%) ，②で

は 277 本中 71 本 (26 %)，③では 136 本中 11 本 (8%) がそれぞれ擢病し斜

面中腹の綬斜部l乙多くみられた(第 43 図)。

乙の造林地は値栽後 7年自になっており新しく当年発病したものはごくわず

かであった。
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なお，この調査地の近くの天塩事業区 37 林斑lζ小斑内の 1956 年植裁の造林地(標高 190m ，北東面)

でも，上記調査地と同様lζ緩斜地( 5~1O・) ，およひ、ダノレミ地形の部分に罷病木が多くみられた。それら

の権腐木中には Plate4 ， D'ζ示すように幼齢木であるにかかわらず球果を着生するものが数本みられた。

池田，大津--2 , 49 , 50 M. 

調査地の概況およびナラタケ病の発生状況1. 

乙こでは地形と発病との関乙の調禿地は池田林務署大津事業区 2 ， 49 , 50 各林班内に位置している。

イ系， 2 代目造林地のナラタケ病について調査をおこなった。

この地区は幼齢期の地形で綾線は丸味をおびた丘陵になっている。各調査地の標高は低く， 100~150m 
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である。

植栽年度は 1954~1955 年で調査は 1958 年 10 月にお乙なった。カラマツの生育は比較的よく樹高は 2 ，

49 林斑では 2.0-2.7 m , 50 林班では 2.5~3.0m であった。前代樹種はナラ，カシワ，タモ，シナ，セ

ン，キノ、ダ，シラカンパなどの広葉樹で，下草にはミヤコザサ，シダ類，スゲ類，カラマツソウ，ハギな

どがみられた。

土壌は黒色火山灰土壌 (Bl(d) 型)で，樽前系と雌阿寒系の火山灰からなっている。層位の厚さは，

発病部のA層の厚さが健全部のそれにくらべて厚い傾向がみられた17)0 n 層は火山砂の層であるが，乙の

部分でカラマツの根の発育がとまり水平方向 l乙曲がって伸び、ている根がみられた。

調査は山稜から沢にむけて幅 10m，長さ 50-200m のベルトをとり怪病木の分布状況を調査した。各ベ

ルトの位置は第 44 ， 45 ， 46 図 IC示すとおりである。

調査結果は第 11 表!と示すとおりである。

第 11 表からみると発病部は山稜近く，あるいは

山腹の凸地形部に多くみられる。なかには平衡斜面

のなかでもやや傾斜がゆるやかになった部分に団状

に催病木がみられる箇所もあった。これらの被害造

林地を遠望すると擢病部が大きな“アナ"になって

みえる。

2. カラ 7 ツ 2 代目造林地におけるナラタケ病の

発生状況

乙の地区の 2 林斑内でカラマツの 2 代目造林地の

被害箇所があったので，前代の造林木の伐根の位置

と， 2 代目造林木のナラタケによる催病木の位置と

の関係について調査をおこなった (Plate 2 , A)。

第45図 池田，大津←49カラマツ造林地の地

形および調査地

Fig.45 Topography and locations of plots 

in Ôtsu , Ikeda forest (49). 

第44図 池田，大津 -2 カラマツ造林地の地

形および調査地

Fig.44 Topography and locations of plots 

in Otsu , Ikeda forest (2). 

第46図池田，大津一50 カラマツ造林地の

地形および調査地

Fig.46 Topography and locations of plots 

in Otsu, Ikeda forest (50). 
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調査木本数

Stand 
Nos. of 

Plot I age investigated 
tree 

5 285 

2 5 269 

3 5 186 

4 5 254 

5 5 288 

6 5 336 

7 5 334 

8 5 332 

9 5 432 

10 5 594 

11 4 294 

12 4 284 

13 4 273 

14 4 114 

15 4 21.3 

16 4 130 

17 4 148 

その結果は第 47 図に示すとおりである。

第11表池田，大津-2 ， 49 , 50 におけるカラマツのナラタケ

Table 11. Damage of Armillaria root rot of larch in Ôtsu, 

ナラタケr病木ch Nナよoるラs.枯タo損ケf 1病木ar以ch外kのil原因に 傾斜方向
N憶oS.o病f la led by 

killed labyy ia certain factors except 
Direction 

Aγ隅il Armillaria root ro! 

13(10.8;;約 49(17.2;;ぢ) S 

63(23.4) 63(23.4) SSE 

21(11.3) 23(12.4) SSE 

34(13.4) 73(28.7) SW  

28( 9.7) 60(20.8) SW  

51(15.2) 83(24.7) SW  

31( 9.3) 135(40.4) SW  

51(15.4) 135(40.7) SW  

74(17.1) 78(18.1) SW  

51( 8.6) 71(12.0) SW  

13( 4.4) 56(19.0) NE  

30(10.6) 36(12.7) NNE 

60(22.0) 49(17.9) SW  

26(22.8) 10( 8.8) SE  

31(14.6) 24(11.3) NNW  

50(38.5) 13(10.0) NW  

46(31.1) 23(15.5) NW  

第 47 図からみると前代伐根が少ない箇所に 2 代目造林木の罷病木が多く発生している。そして前代カ

ラマツ伐根の根にはナラタケの菌糸膜が蔓延しており， A。層， IA 層 lこ(まナラタケの菌糸束が多量に蔓延

しているのが認められた (Plate 2 , B , C)。

また，前代伐根にはカイメンタケによる腐朽が多く認められた。

乙れらのことから乙の調査地は小尾根に近い部分に位置しているにもかかわらず，病害発生の面からみ

て土壌は一時的にかなり過湿になる乙とが想像された。

また，この付近のトウヒの伐根(径約 20cm) からでている菌糸束の長さを測ったところ，伐根から約

3m伸び、ているものがあった。

N. 北見，緋牛内 -89

この調査地は北見営林署常呂事業区 89 林班れ小斑内に位置しており， 1930 年 11 月植裁のカラ 7 ツ造

林地である。

この造林地は植栽後比較的被害もなく順調に生育を遂げてきたが， 1957 年に小面積ではあるが局部的

[乙クローネの上部から針葉が黄変落葉しはじめ，翌 1958 年lζは団状に催病枯死木があらわれた (Plate 4 , 

E , F)。乙のように値栽後約 30 年もたったカラマツ造林地で，団状に被害が発生したという例は道内で

は特異な例であったので， 1960 年 8 月に調査をおこなった。

ζ の調査地の付近はゆるやかな丘陵性の地形になっており，標高は約 200m ，発病郎;ま山腹緩斜面の小

起伏部に位置している。傾斜は約 3・で南東l乙傾いている。
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マツ l乙，球呆が多数形成しているものがあった。

第47図 カラマツ 2 代目造林地における

ナラタケ罷病木の分布

Fig.47 Dis甘ibution of the larch 位ees

affected with Armillaria root rot in 
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乙の調査地の土壌環境については当支場土壌研究

室塩崎正雄技官が調査し，その結果については北方

林業2りに報告した。

この地区は表層下 15-20cmその報告によると，

のところに非常に堅い団結層があらわれる特徴があ

る。発病部は土壌合水量がC層まで多く， B層以下

はべったりした粘性にとむカベ状を呈し，各層位界

は漸変的である。 A層の腐植は不規則にしだいにB層に移行している。一方，健全部は表層下 15 cm のと

ころに固結層があり全体的に浅く乾燥しており，各層位界は比較的明らかである。

発病部表層の全孔隙量は 75.2% であるにかかわらず採取時つぎに土壌の理学性についてみてみると，

また飽水時の土壌水分量は 52.2%で全子Lの土壌水分は 48.9%であり，全孔隙量の 65%を占めている。

隙量の 69%を占め，採取時水分と飽71<時/1<分との差は非常に少なく自然状態においてほとんど飽水状態

にあることがうかがわれる。
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健全部では採取時水分と飽水l時水分の差は前者lζ くらべ大きく，自然状態においても飽水されていない

孔隙が大きいことがうかがえる。また透水性の試験結果では両地区ともにB ， C層は透水量小で，あきら

かに固結の状態を示し，根の伸長を阻害しているものと思われる。

O. 調査結果のとりまとめ

以上 14 箇所のカラマツ造林地についての発生環境調査結果から，各調査事項ごとにとりまとめをおこ

なった。

1. 発病造林地の林齢

調査をおとなった発病造林地の林齢は植栽後 3-7 年までの幼齢林がほとんどである。そのなかでも

5-6年経過したものが比較的多かった。ただ植栽後 28 年も経て発病した例 (N. 北見，緋牛内)が 1 件

あった。そしてそれらの幼齢林と壮齢林との聞の林齢のものはなかった。

2. 発病推移

本病の発病推移については A. 北見，栄森一18 の造林地において継続調査をおこなった。その結果この

地区では植栽後 1年目から躍病木があらわれはじめ 3年目が最も多くなり 4-5年経過すると急に減少

した。そして，そのひろがり方は最初に罷病木があらわれた箇所を中心にして，ほぽ同心円状にひろがっ

ていった。また， C. 室蘭，カ Jレ J[-スー167 でも植栽後 3年固までに植栽木の約 28%が罷病枯死してお

り 4-5年目は急l乙減少している。そしてそのひろがり方は散発的であった。また植栽後すでに 6-7 年

経過した造林地 (B. 北見，栄森-9 ， E. 東瀬棚，赤禿 -279 ， H. 神楽，伊の沢一207 ， ].佐呂間一78 ，

L.名寄，天塩 --43 など〕においてはすでに羅病枯死したもの以外に，新しく発病したものはほとんどみ

られなかった。

3. 地形と発病

地形と発病との関係については大別して 2 つの型がみられた。すなわち，その①は斜面上部あるいは斜

面中腹でもやや凸地形になった箇所などに団状にあらわれる型(例: A.B. I. J. K. M.N.) であり，その

②は斜面下部の沢に近い箇所，あるいはやや凹地形になった箇所などに凶状にあらわれる型(例 :C.D.E.

F. G. L.)である。そしてこれらの発病部の傾斜角は健全部のそれにくらべ，相対的にみてゆるやかな場

合が多かった。

また，①の型が比較的多くみられる地方は道東，道南の一部の寡雪地帯であり，②の型が比較的多くみ

られる地方は道央，道北の多雪地帯であった。

4. 発病地の土壌環境

発病地と健全部について土壊断面，土壌の理学性について比較調査をおこなった。その結果は次のとお

りである。

(1) 発病部には春期 (4月中旬〕おそくまで土壌凍結層 (10 -15 cm の板状凍結)が認められた (A. 北

見，栄森一18 ， C. 室蘭，カルJレス 162 ， 167) 。

(2) 発病部の方が健全部よりA 層の厚さが厚い傾向がみられた (C. 室蘭，カノレJレスー167 ， M. 池田，大

津 49 ， 50)。

(3) A層， B 層間の推移状態ば発病部の方が明らかであった (A. 北見，栄森一18) 。

(4) 水湿状態は全般的にみて発病部のブJが湿っており，下層にグライ屈が松められる的所があった (E.東

瀬棚，赤禿 -279 ， H. 神楽，伊の沢一207) 。
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(5) 土壌断面中にでてくる石礁の種類では発病部の方が浮石僚であるのに対し，健全部では頁岩礁であっ

た (A. 北見，栄森一18 ， B. 同，栄森一 9) 。

(6) 堅密度の点では比較的堅い層が発病部にみられた。

(7) 土壌の透水性については A. 北見，栄森 18 , B. 北見，栄森 9 , N. 北見，緋牛内-89 ， C. 主蘭，

カ Jレノレスー167 における例のように透水性不良な層が発病部にみられた。

(8) 土壌の採取時合水率では発病部の方が大であった (A. 北見，栄森一18 ， B. 北見，栄森 9 , C. 室蘭 z

カノレlレスー167 ， D. 今金，白石 -124 ， F. 名寄，風速ー55)。

5. 残雪と発病

乙の調査は C. ~長蘭，カノレルスー162 ， 167 においておこなった。その結果，地形の起伏が少ない造林地

では残雪部と発病との関係は明らかでなかったが，起伏の大きい箇所では残雪のある筒所l乙罷病木が集団

的にみられた。

6. 土壌中における蘭糸束の分布状況

一定量の土壌プロック中の蘭糸点を採集し，その風乾重量で比較をおこなったわその結果，菌糸束が全

く認められなかった造林地はなく広く分布していた o i罰糸束の水平的な分布状況は場所lとより乙となり，

斜面上部が多い場合.斜面下部が多い場合，また発病部が多い場合，健全部が多い場合などがあり一定の

傾向はみられな'、全般的にみると， ì毅害部がみられるような造林地では比較的菌糸束の量が多かったp

また 1 本の伐般から約 3m伸びたI剥糸束を採集したr つぎに素直的な分布状況は箇所によりことなるが，

一般には地表下 10 cm までのところにその大部分が分布しでおり， 10-20 cm では少なくなり， 20cm 以

下ではごくまれになる【何所によっては地表下 60cm まで蔓延している例があった。

7. 発病地の植生

調査をお乙なった造林地の前代樹種はほとんど広葉樹で，なかでもシラカンパ，イタヤカエデ，ナラな

どの樹種が共通してみられた。下草ではとくにササが多く，その種類と発病型とに関係があるように思わ

れた。すなわちそヤコザサが分布している地帯には斜面上部，あるいは凸地形部Ir.団状被害があらわれる

型が比較的多くみられ，ク 7イザサ，チシマザサが分布している地帯には反対に斜面下部の沢筋に近い部

分，あるいは問地形部に被害があらわれる型が比較的多くみられた。

8. 林地施肥と発病

この調査はI. j河束，美蔓の造林地でお乙なった。その結果，施肥量が多い区lζ怪病木が比較的多く認

められたが，際病木が一部団状に発生した区があったので処理聞に有意な差は認められなかった。

9. 2 代田造林地におけるナラタケ病発生状況

乙の調査は M. 池田，大津 2 の造林地内でおこなった。その結果，前代カラ 7ツ造林木の伐根が少な

い箇所lζ2 代目造林木のナラタケ病被害木が多く発生していた。また前代カラ 7 ツ伐根lとはカイメンタケ

による腐朽が多く認められた。

V 考察

北海道におけるカラ 7ツ造林の歴史は古いが，大面積造林がお乙なわれるようになったのはごく最近で

ある。それで壮齢林の面積は少なしまた壮齢林におけるナラタケ病の被害はごくまれである。現在被害

としてみられるのはほとんどが幼齢林においてである。したがって，調査をおこなった造林地はその大部
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分が植栽後 6~7年までの幼齢の造林地が対象になった。

ナラタケ病の発生については， BOYCE2) はナラタケは死物寄生菌として非常に広く造林地内に蔓延分市

しているが，それが病原性大であるならば非常に大きな被害が発生するはずである。そして本病の発生に

は，木を弱らす初期の原因を追求することを見おとしがちであると述べている。また， DAy3) はナラタケ

病の発生は一般に各樹種lζ適した土地の天然林にはその発生が比較的少なし人工造林地，ことにその樹

種に不適当な環境，不良な土壌条件のところに植えられた場合に本病にかかりやすいと述べている。

このように，本病の発生には菌が存在するという条件のほかに，カラマツを弱らせるような環境条件が

必要である。以下本病発生lζ関連あると思われる諸因子について考察を試みたい。

1. 発病地の地形および土壌条件

土壌条件は局地的lとみてわずかな地形のちがいによりことなり，それがカラ 7ツの生育l乙対して影響

し，ひいてはナラタケ病の発生様相にもちがいがあらわれてくるものと考えられる。

この地形および土壌条件と発病については小林(享)りは凹地，傾斜の肩のうしろの部分や下部，台地

の中央などに発病多く，またそのような筒所は水が集まりやすく，本病の誘因としては地形，土壌の性

質，気象と関連した水の勤きというものが関連していると思われると述べている。小林(守)10) は道内十

勝地方での調査で本病の発生箇所は尾板ぞいから中腹にかけて君事状型をなしており，特l乙凸地形におおく

顕著な被害があり，またV字形の沢地や凹地の湿潤地には少なしあっても単木的な発生がみうけられ

る。さらに方位別には南東~南西の乾燥しやすいところに多く発生し，北東~北西の傾斜地には少ないこ

となどを明らかにしている。内田23)は第三紀lζ由来する土壌の名寄地方のような重粘土地帯では沢沿いの

凹地に，また火山灰K.由来する土壌の函館，北見，池田地方では峰どおり等の凸地に被害が多いことを述

べている。また河田ら 11)は綬斜~平坦な台地状地形の残積土，沢沿いの平坦な洪漏堆積地lζ被害がいちじ

るしく，一般には土壌が乾性の水分環境におかれる斜面上部では単木的にわずかな被害がまれにみられ，

適潤性~弱湿性土壌の出現する山腹斜面下部では散発的な被害がしばしばみられるとのべている。

筆者の調査結栄では，本病の団状発生型lζは前述のとおり 2 つの型がみられたが，その①の型の場合に

は春おそくまで土壊凍結がA層の下部にみられた。乙の乙とは，春期気温の上昇にともないカラマツの地

上部は活動を開始するが，根の方は土壌が凍結しているためそれが融けて地温が上がるまで活動がおくれ

る。そのため担からの水分上昇がさまたげられ，一時的に乾燥状態になり樹勢がおとろえる。そのうえ凍

結土壌が融解するあいだ土壌が一時的に過湿になる。また，このような箇所は傾斜が緩やかなため水の勤

きがにぷく過湿になりやすい。さらにまた尾根筋近くは表層の侵蝕がはなはだしく，下部の透水性不良な

土層が比較的上部にあらわれるため一層過湿期間をながびかせる。またそのような過湿状態のあと夏から

秋にかけては，乙のような箇所は一般的lこ乾燥しやすくなる。

これらのことが綜合的にカラ 7ツの般に働きかけて根腐れをお乙し，本病の侵入を容易ならしめ発病す

るものと考えられる。また菌が侵入したのちにおいてもこのようなカラ 7ツの生育に不利な条件が重なる

ため，樹体内における菌糸膜の蔓延もすみやかでついに枯死にいたらしめるものと考えられる。

乙の土壌凍結とカラマツの成長については，赤井・浅田1) は長野県下における調査結果から，凍結土壌

地帯における造林木の成長は傾斜のゆるやかになった斜面の下部，あるいは上部のいずれかが悪い傾向が

あることを明らかにした。また傾斜の少ない斜面の下部あるいは尾根筋付近では，凍結が完全になくなる

まで停滞水となってそこにとどまるため，成長開始時における融凍水の一時的な停滞がカラマツの成長に
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対しでかなり著しい7イナスの影響を与えるであろうと述べている。また牧野15)!ま東部北海道の土壌凍結

現象の値生におよぽす影響についての調査結果から，湿性植物が河岸低平地や湿潤地のみでなく，山頂緩

斜面や婿尾根地形[ζ出現することを明らかにし，このことは凍結期から融凍，融雪期にかけての地表層の

水分増加に原因するものと考えられると述べている。

以上両氏の調査結果および筆者の調査結果から，乾燥型の立地とされるような尾根筋近くにおいても，

土壌凍結深度が大である場合には春期表層が一時的に過湿になり，そのためにカラマツの根の発育にマイ

ナスの影響を与え，根腐れをお乙しそれがナラタケ病発生の一つの誘因となるものと考えられる。

つぎに②の型(斜而下部，あるいは山腹斜面内でもやや凹地形l乙擢病木が団状にあらわれる型)の場合

は，地形的1c降雨後も一時的に滞水しやすく，また降雪，融雪時も積雪深大で土壌が過湿になりやすい傾

向がみられたσ このことは， ;Iií気性をとくに必要とするカラ 7 ツの根!こ対して悪い影響を与え，憶病しや

すくなるものと考えられる。 しかし，乙の極端な場合，すなわち G. 名寄，中名寄 -72 ， H. 神楽，伊の沢

一 207 の例のように，常時過湿になっているような筒所ではナラタケ病はごくわずかで，ナラタケ病によ

らない根腐れが点々と認められたp このように極端に常時過湿であるということはカラマツの根の発育に

も不適であるが，また木菌の雨糸束の生育蔓延にも不適であるため，ナラタケ病による被害もごくわずか

しか発生しないものと思われる。

このことは小林(享)りがカラ 7ツのナラタケ病は過湿な場所 1::- はふつう発生せずその周辺に発守する

と述べていることと一致するものと考えられるう

以上のぺた①の型と②の型では地形の商からみると相反するようであるが，今関8) が病害の生態的防除

の中で述べているごとくどちらの場合にもカラ 7ツの根の発育を阻害し，樹勢を衰弱させる条件がそなわ

っており，寄主の抵抗々が寄生者の攻撃力よりも低くなるという点では共通しているものと考えられる。

つぎに①と②の傾斜lこついて比較してみると，地形は相反するが，どちらも発病部の方がその付近の健

全部にくらべ傾斜がゆるやかになっていることが共通点としてみられる。乙のことは一時的に過湿になっ

たあとの水の勤きに関連があり，どちらもその点では水の動きがにぷく過湿期間をながびかせ，そのため

にカラマツの根の発育を阻害し本病発生の誘因になるものと考えられる。

また道内全般の被'~tI-程度について第 1 表からみてみると中標津，本別，佐日間，木古内，江差，俄虫，

宅蘭，河西地方1c被宮が大であることがわかるが，一方これらの地方の土壌をみると第 48 図に示すよう

に火山噴出物が唯積した地方に多く発生している傾向がみられる。なかでも駒ヶ岳，有珠岳，樽前，u，雌

阿寒岳，摩周岳系統の火山灰をあつくかぶった地帯に激害地がみられる傾向がある。

2. 土壌中における菌糸束の分布状況

土壌中における本菌の菌糸束の分布については， BOYCE2) は死物寄生菌として造林地内lと広く分布して

いることを述べているが，筆者がおこなった調査結果でも巻末第 13 表[こ示すとおり全く菌糸束が認めら

れない造林地はなかった。 乙れら造林地のなかで局地的l乙縫，病部の菌糸束の量を比較してみると A. 北

見，栄森一18 ， B. 同，同 -9 の例のように発病部の方が健全部より多い場合，あるいはその反対に E. 東

瀬棚，赤禿 279 の例のように発病部の方が健全部より少ない場合等がみられた。乙の乙とは菌糸束の蔓

延条件と発病条件とは必ずしも一致しない乙とを示しているものと恩われる。しかし，全般的にみて激害

地がみられるような地区は菌糸束の量も比較的多いように恩われる。このことは，菌の量が多いというこ

とはそれだけ感染のチャンスが多いということで，土壌環境がカラマツの生育にとって不適当な場合には
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第48図 北海道における新期火山噴出物分布図(佐々木氏による〕
Fig.48 The distribution map of newly erapted volcanic ejectas 

in Hokkaido. (by S. SASAKI) 

激害になる可能性が大きいというように考えられる。

一方，菌糸束の垂直的分布をみてみると地表下 10 cm までの比較的浅い部分に多く分布している。乙の

ことは苗木を植え付ける際に土壌がかきみだされるが，それと一緒に菌糸束も切断され，それが植栽後ま

だ生理的に安定していない一時的に樹勢が弱ったカラマツの根[こ接触，感染をおこしやがて発病するもの

と考えられる。また佐保19)が指摘しているごとくこのときに線がまげられたり，あるいは深く植えられた

りする乙とによって，カラマツ自身にとってはさらに不自然な状態におかれるため感染後一層はやく病徴

があらわれるものと考えられる。

3. 積雪，土壊凍結，ササの分布と発病型

本病の発生型にほ①の1í~すなわち斜面上部，あるいは凸地形部にあらわれる型と，②の型すなわち斜面

下部，あるいは凹地形部にあらわれる型とがあることを述べたが，ここで全道的にみて積雪，土壌凍結，

ササの分布と 2 つの発病型との関連をみてみるとととする。

道内における積雪深度目〕と土壌凍結深度6) の分布状態を第 49 ， 50 図についてみてみると中央脊陵山脈

の西の地方は多雪で土壌凍結深浅く，道南の一部，道東地方は寡雪になっており土壌凍結深度は大なる傾

向がうかがわれる。一方，館脇22)による道内のササの分布状況を第 51 図からみてみると，大きくわけで

前述の寡雪で土壌凍結深度の大なる地帯にはミヤコザサが分布しており，多雪で土壌凍結深度小なる地帯

にはク 7イザサ，チシマザサが分布している傾向がみられる。また発病型の分布状況を第 52 図からみて

みると，①の型が多くみられる地方は寡雪で土壌凍結深度大なる地方であり，ササはミヤコザ、サが分布し

ている。
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第50図北海道の平年最深凍結深

度の分布図(数字 cm) (東氏に

よる)

Fig.50 The distribution map 

of year mean of the maximum 

freezing.depth in Hokkaido. 

守

(number, cm) (by A. HIGAｭ
SHI) 

9 

O .. 

第49図最深積雪深分布図 (1931

-1960 年の平均，単位 cm)

("北海道の気候"1964 ，による)

Fig.49 The dis仕ibution map 

of ・maximum snow.depth in 

Hokkaido. 

第51図北海道ササ属の節の分布

図(館脇操氏による)

Fig.51 Distribution map of the 

section of Sasa in Hokkaido. 

(by M. TATEWAKI) 

・ ミヤコザサ節
Sect. Crassinodi 

11111 クマイザサ節

Sect. Eusasa 

ーチシマザサ節

Sect. Macrochlamys 
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第52図 ナラタケ病発生型の分布図

Fig.52 Distribution map of the type of the occurrences 

of Armillaria root rot in larch plantation. 

品:凸地形発生型 Type of the ocωrrence in 

∞nvex part. 

LlI:凹地形発生型 Type of the occurrence in 

concaved part. 

これと反対に②の型が多くみられ

る地方は多雪で土壌凍結深度小なる

地方であり，ササはクマイザサ，チ

シマザサが分布している。

このように土壌凍結，ササの分布，

発病型の分布との聞には一連の関係

があるように思われる。

4. 発病造林地の林齢

発病造林地の林齢は樹種lこよって

多少ことなるが，一般に人工造林地

においては植栽後 6-7 年生までの

ものに多くみられるようである。北

島問は 7年生のアカ 7 ツ造林地のナ

ラタケ病について，西門16)は 7 年生

のヒノキ，スギ，アカマツ造林地の

ナラタケ病についてそれぞれ報告し

た。カラマツについては河田ら11) , 

小林(守)10) の報告にもあるように

5-6年生までの造林地lζ被害が多い。また筆者がおこなった調査および既往の被害報告資料をみてもカ

ラマツ造林地の場合はそのほとんどが 6-7 年生までのものである。

この乙とは人工造林される場合，苗木は一度掘りとられ，欄包され，現地まで輸送される間，根が空気

にさらされる。また植え付けられる場合にも根がまげられたり深植えされたりする乙とによりカラ 7 ツ自

身にとっては不自然な状態におかれる。その際l乙，程度に差はあるが根腐れを生じるのまた植えられた後

においても土壌条件，その他の環境因子が不適当である場合にはさらに根腐れの度合を大きくする。その

ためにナラタケの侵入を容易ならしめ発病するものと思われる。

乙のような不自然な条件下におかれたカラ 7ツの生育状態が，安定したかたちになるまでには大体 6-

7年かかるのではないかと考えられる。乙のようなことから植栽後 6-7年経過すると，たとえ根腐れを

お乙したもの，また一部lζナラタケが侵入したものも回復しながら成林していくものと考えられる。

また，発病の推移については河田ら11)はカラマツ造林地では植栽後 3 年目からあらわれはじめ 4-5年

目が最もはげしく 6年目はいちじるしく低下し 7年目はさらに僅少になる。また，他の造林地においては

3 年目が最も多かったことを報告している。 GIBSON4) は7 ツ類の造林地では植栽後約 5年目が最高にな

ることを報告している。筆者の調査では 1 年目からあらわれはじめ 3 年目が最大となっている。乙のよう

な乙とから本病の発病推移は樹種と立地条件との関係により発病l乙遅速があるように思われる。とくにそ

の樹種に不適な立地条件のところに植えられた場合には比較的早い時期に罷病木があらわれるように息わ

れる。

以上，北海道におけるカラマツのナラタケ病について，現地における諸現象の観察，調査結果から発病

と環境因子との関係について 2 ， 3 考察をお乙なってみたが，なお今後IC残された問題点が多々あるの
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で，さらに調査ならびに実験をくりかえしその実態を明らかにしていく必要があると考えられる。
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Height above sea 

level (m), 
direction 
inclination 

土壌断面

Description of profile. 

色 度密堅造構軍事

第 12 表

Table 12. 

石

Compactness Structure Stone size, quantity Color 

Cr-Gr I soft lextremely wet 

Gr I slightly hard I wet 

W伺klY3;veinpedl 柑y hard I wet 

Cr-Gr 

Gr 

Gr 

SL 

SL 

SL 

250 , SW , 10・
freezirig : 12cm 
damaged site 

(A-l) 

none brown 
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C 
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18 
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wet 
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A1 ! 22 I 八 I brown 
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wet 

wet 

wet 

wet 

moderate 

wet 

moderate 

50ft 

slightly hard 

hard 

soft 

hard 

cemented 

hard 

Gr 

Gr 

。
S
S
M

L

L

L

 



cn 
I:--j 

き) (Continued) 

標高，方位，傾斜
Height above sea 

l空::el (m) , 
lJlrectlOn 
lnclination 

水湿状態度密堅造構

Moisture Compactness Structure 

づ(つ第 12 表

E寝石色

Stone size, quantity Color 

業
叫
神
州
丹
嗣
蹄
崎
間
帯
浅
越
砕

瀦
同
叶
坦
ー
叩

(September 17 , 1961) 

H-A 3 blackish brown none loose 

A 
G 

dark brown L Cr soft 8 none wet 

E 
G 

S S slhigぽhdtl，y moderate 300 , WSW , 16・6-7 grayish brown none 
S-15 BD G d-soft 

B, 18-20 yellowish brown none CL Gr soft moderate Healthy site 
G 

B2 18-20 yellowish brown none CL M moderate 
S 

C 20+ light yellowish brown none SL M soft moderate 

H-A 5 blackish brown none loose 
G 

dark brown L Cr soft A 6-8 none wet 300 , WSW , G 
slhigarhdtl~y soft S-16 BF E 10_12 grayish brown none S S moderate 3-5・

G 
B, 20 light brown medium ,occasional CL M soft wet Damaged site 

G 
B2 20十 light brown large, frequent C M slightly hard moderate 

H-A 3-4 blackish brown loose 

A 7-8 dark brown none SL Cr soft wet 300 , WSW , 
B~DB(wE ) 

G 
S-17 E 8-10 grayish brown none S S loose-soft moderate 10-12・

G 
B , 26 light brown small, occasional CL M soft-hard wet Damaged site 

G 
C 20+ light brown large abundant C M soft moderate 

今金，白石 124 (D-1) : 124 Shiroishi, Imagane (D-1) V 

(September 18 , 1961) 

400 , SSE , 
8_10・

Damaged site 

extremely wet 

extremely wet 

wet 

soft 

soft 

hard 

。
M
ML

 

L
~
c
c
 

c
 

今金，美利河 82 (D-2) : 82 Pirika, Imagane (D-2) 

none 

none 

none 

blackish brown 

dark brown 

light brown 

百



A。 1~2 

A, 8 dark brown none L Cr 回ft extremely wet 

S ・ -19 BF A2 

G 
light blackish brown L Cr~Gr soft extremely wet 

400 , SSE , 15・
6 none 

B 20~25 
G 

light brown CL M soft extremely wet 
Healthy site 

G 
none ~C 

C 25+ yellowish brown none C M slightly hard wet 

持
蔚
凶
山
内
品
叫
守
叫
が
は

U
W
4
，
に
出
附
詳
答
品
)
斗
山

w
h
w
A
「
海

(September 19 , 1961) 

H-A 2 blackish brown none L loose 

A 6~8 dark brown none L Cr soft extremely wet 
G 50 , S , 3~4・

S-20 G E 7~ 1O grayish brown none S S hard~soft moderate 
S Dameged site 

A' 3~4 dark blackish brown none CL Cr soft extremely wet 

G|50+ 
G 

g(frearynislh white none C hard ex甘emely wet M ginous mottling) 

東瀬棚，赤禿 279 (E-l) : 279 Akahage, Higashisetana (E-l) 四

(
今
期
)

東瀬棚，赤禿 279 (E-2) : 279 Akahage, Higashisetana (E ・2)

A , 4~5 blackish brown none L Cr loose moderate 
G 

A2 5~6 blackish brown none L Cr loose moderate 

E 
G 

grayish brown S S hard moderate 50 , S , 5~7・10~12 none 
S-21 BD G 

A' 5~6 dark brown none CL Cr soft moderate Hぬlthy site 

B' 
S 

yellowish brown C M soft moderate 20 none 

50+ grayish brown none C M hard moderate 

A , 4~5 blackish brown none L Cr loose extremely wet 
S 

S-22 
A2 6~7 blackish brown none L Cr loose extremely wet 50 , S , 5~7 

G G 
E 12~14 light brown none S S very hard moderate Damaged site 

G 
G 

g(frearyriu sh brown small, rare soft 50 十
ginous mottling) C M wet 

VI゚ 

<.n 
c" 

(October 17 , 1962) 

blackish brown 

brown 

grayish yellow brown 

grayish yellow brown 

250 , NNE , 20・

Healthy site 

wet 

moderate 

moderate~wet 

wet 

担

:
J
U
A
U

M

h

p

H

U

V

A

T

A

 

N
U
α
a
a
 

l
a
s
-
n
'
H
 

Gr~Cr 

N 

N 

名寄，風速 55 (F-l) : 55 Fûren, Nayoro (Fー 1)

rare 

occasional 

frequent 

abundant 

E 



01 
.ι 

(Continued) 

|標高，方位，傾斜
Height above sea 

level (m) , 
Direction 
Inclination 

水湿状態

Moisture 

度密堅造構

Compac白白SS仕uctureColor 

rare 

occasional 

frequent 

abundant 

業
株
比
怒
猫
事
締
結
時

250 , NNE , 13・

Healthy site 

wel 

moderate 

moderate 

moderate 

ほ
・

'
d

，

d

悶
泊
紅

M

K

副

h
h

Gr-Cr 

N 

N 

(October 18 , 1962) 

270-300 , 
NW， 17・

Healthy site 

wet 

moderate-wetl 250 , NNE , 15・
moderate I Damaged site 
moderate 

把

-
z
d
d

悶
仙
訂
訂

l

s

h

h

 

Gr-Cr 

N 

N 

wet 

wet 

wet 

loose 

soft 

hard 

Gr-Cr 

N 

き)

L

L

L

 

c
c
c
 

づ(つ第 12 表

理集石

Stone size, quantity 

frequent 

occasional-freqllent 

occasional-frequent 瀦
同
吋
由
・
叩

270-300 , 
NW， 5・

Damaged site 

明ret

wet 
wetｭ
extremely wetl 

(Ocωber 19 , 1962) 

a
L

唱
寸4

s
t
h
J
u
 

m
p
d
H
剖

'
K

日

'
n

Cr-N 

N 

blackish brown 
blackish 'brown-dark 
brown 

grayish yellow brown 
grayish yellow brown 
-brown Fw~ blackish brown 

grayish yellow brown 

brown-dark brown 

brown 

名寄，中名寄 72 (Gー1) : 72 Nakanayoro, Nayoro (G-l) 

3-41 

15-161 

23+ J 

3-4 

12-13 

16+ 

|CL 
ICL CL 

神楽，伊の沢 207 (Hー1_4) : 207 Inosawa, Kagura (H-I-4) 

rare 

occasional 

oαasional 

frequent 

色

dark reddish brown 

blackish red brown 

reddish brown 

BD S-24 

D
 

B
 

戸
、d

q
G
 ~

 

Q
U
 

freqllent 

frequent 

abundant 

dark brown 

brown 

brown 

X 

wet 

wet I 320 ， NE-E ， 10・
wet- 1 
;x"t;~~ly wet I Damaged site 

moderate-wet 

soft 

soft 

soft 

soft 

N 

N 
c
c
c
c
 

rare 

occasional 

freqllent 

frequent 

soft 

hard 

very hard 

moderate 
1 300. E. 5・

wet 1 
I Damaged site 

wet-very wetl 

N L

L

L

 

c
c
c
 

dark brown 

brown 

grayish y官Uow brown 

light yellowish brown 

blackish brown- 目
yellowish gray brownJ rare 
grayish yellow brown I frequent 
grayis~ rello,-;v brown-:I abundant 
grayish yellow orangel 

G

C

G

 

G 

G 

8 

8 

16-17 

33+ 

E 

S-28 

S-29 



300 , NE , 5・
Damaged site 
(slightly) 

moderate~wet 

moderate 

moderate 

280 , E , 5・
Damaged site 

(slightly) 

moderate 

moderate 

moderate 

moderate 

loose~soft 

soft 

hard 

loose 

soft 

soft~hard 

hard 

N 

N 

Cr 

N 

rare 

occasional 

frequent 

blackish brown 

grayish brown 

light brown 

G 

G 

5 

8 

13+ 

none 

none 

none 

none 

blackish brown 

grayish yellow brown 

grayish yellow brown 

yel10wish brown 

G

C

G

 

2~3 

14 

10 

30 十

持
論
陣
h
n計
ミ
山
明
治
山W4

，
y
u餅
詳
荏
δ
ヰ
-
w
u可
巾
「
淘

(October 4 , 1962) 

I A, 5~7 blackish brown none L Cr soft moderate 
G 

A2 6~9 blackish brown none CL Gr soft moderate 190 , NNW , 10・
5-32 BD G 

B 20 yellowish brown none CL Gr soft moderate Damaged site 

C 
G medium and small hard moderate 30+ grayish brown 

abundant 5L M 

G 
blackish brown none L Cr-Gr soft moderate 

5--33 BD 
A2 j15-18 blackish brown none CL Gr soft wet 190 , NNW , 7・

G yellowish brown-B 15 
reddish brown none CL Gr soft wet He唱Ithy site 

G medium and small C 20+ grayish yellow orange 
abundant 5L M hard wet 

IA 10 blackish brown none L Cr-Gr soft moderate 
G 

IB 20 blackish brown none CL Gr soft moderate 
G 190 , E , 16・

5--34 BD HA 17~20 blackish brown none CL Gr soft moderate 
G Healthy site 

HB 1O~12 blackish brown none CL Gr soft moderate 

C 20+ 
G 

light brownish gray small ahundant 5L M hard moderate 

河東，美蔓 (1-2-3) : Biman, Kato (I-2~3) 四

Remarks 

50il Types (Definition by OHMASA) 

Definition of boundary : 
5 : 5harply defined, C: Clearly defined, 

Texture 

5L : 5andy loam, 
5tructure 

Cr : Crumb structure, 

(
ム
〆
場
)

G : Gradually merging. 

~ 

5 : 5and, CL : Clay loam. 

5 : 5ingle grain structure. M : Mas5ive structure, 

L : Loam 

N : Nutty structure, 

G : Gravel 50il, C : Clay, 

Gr : Granular structure, 

5iL : 5lity loam, 
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第 13 表 土壌中の菌糸束風乾重量 (g)

Table 13. Dry weight of rhiwmorphs of the fungus in the soil block of larch plantations. 

調 査 地 ld諮智議rl 採築地点|蹴J誇02lEfJ5品も
Sample plot I pl咋

北見，栄森 9

9 Sakaemori, Kitami 

北見，栄森 18

18 Sakaemori, Kitami 

北見，栄森 9

9 Sakaemori, Kitami 

室蘭，カ JレJレス 162

162 Karurusu , Muroran 

室蘭，カルノレス 167 I 
167 K紅urusu ， Muroran I 

3 

5 

7 

3 

5 

。-10 I 
10-20 I 

2.4 
0.4 
1.2 
3.2 

Hz:竺」土づ 13ごお |一一;:;
(Size of the soil block : 50 x 50 x 10 cm) 

I ~ . I 0-10 I 5.0 
Damaged 1''--.. I 10-20 I 0.7 

te I ~ _ I 0-10 I 7.4 
I R-5 I 10-20| 

~ , I 0-10 3.2 
Heal出y I ,'--u I 10-20 I 0.9 

山 IR-7 1 11こお ! ?:; 
(Size of the soil block : 50 x 50 x 10 cm) 

I ~ _ I 0-10 I 22.7 
Damaged i 比一u I 10-20 2.0 

site I ~ _ I 0_10 3.7 
|ι-， I 10_20 5.7 

取り出y I土竺1__Jヨ」Jj-
I _ .. I 0-10 4.4 
I R-11 I .:: -~;: | I  10-20 0.2 

(Size of the soil block : 50 x 50 x 10 cm) 

。-10 1.8 
10-20 + 
0-10 1.7 

Damaged 10-20 0.5 
sJte 。-10 1.1 

10-20 0.2 

R-151 
。-10 2.1 
10-20 1.4 

。-10 + 

Healthy 
0-10 0.0 

site 
。-10 0.1 

。-10 0.1 

。-10 + 

Healthy 
。-10 + 

site 。-10 0.2 

。-10 0.1 

(Size of the soil block : 50 x 50x10cm) 

SR-24 ‘ハ nlunaEedl | いし一二二一S巾 IU-;(

(Size of the soil block : 50 x 50 x 10 cm) 

i I R25|0~101  Healthy Iー||

山 I R-26! 山o ! 

1.0 

0.2 



調査地

Sample plot 

今金，白石 124

124 Shiroishi, Imagane 

今金，美利河 84

84 Pirika, Imagane 

東瀬棚，赤禿 279

279 Akahage, 

Higashisetana 

河東，美蔓

Biman, Kat� 

北海道におけるカラマツ造林地のナラタケ病 (小野) - 57-

第 13 表 (つづき) (Continued) 

1;野透明弘氏集地点|脚色ElEyt間f
pl印刷 1arぬ出e I Collected point I ;tlrf~ce I 出izomorphs

(year) I VUllO::"'O::U jJVUH  I (cm) I (g) 

Damaged 
。-10 0.3 

site 
。-10 0.5 

3 。-10 1.8 

Damaged 0-10 2.0 
site 

。-10 + 

Healthy 
0-10 0.8 

site 。-10 1.1 

(Size of the soil block : 30 x 30 示。 cffi)

Healthy 
。-10 0.1 

s咜e 。-10 0.6 
4 

Damaged 
。-10 0.1 

site 
。-10 1.6 

Damaged 
。-10 0.6 

site 
。-10 0.2 

Healthy 
。-10 0.1 

site 
。-10 0.0 

5 Dama叫a昭g伊e叶 R一4匂21 。-10 0.3 slte 

Healthy 
。-10 0.5 

slﾌe 
。-10 1.6 

Damaged 
。-10 + 

site 
。-10 0.0 

(Size of the s玩n;面改: 30x面支1両面7

Healthy 。-10 1.8 

site 
0-10 1.ヲ

。-10 1.7 

S巾 R-50 1 。-10 1.0 

Healthy I R-51 I 。-10 1.0 

site 1 R-52 1 。-10 + 

。丹、-10 0.8 

。-10 1.0 

。-10 1.0 
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調査地

Sample plot 

名寄，風速 55

55 Fûren, Nayoro 

名寄，中名寄 72

72 Nakanayoro, Nayoro 

林業試験場研究報告第 179 号

第 13 表 (つづき) (Continued) 

円諮問~I 採集地点 昆蹴言釘問刊J品崎色紅E …… ωωl…n凶t. I 叩(y狩ea紅r) I '-"VL.l~"-LII;;;U pVUJ.Lo I (恥cm)

I R-56 I 。-10

l 菌制重量ry weight of 
rhiwmorphs 

(g) 

2.6 

(Size of the 田il block : 30 x 30 x 10αn) 

Healthy 
。-10 1.3 

site 。-10 0.5 

Damaged 
。-10 0.6 

3 
site 。-10 0.3 

Healthy 
。-10 1.4 

site 。_10 0.5 

(Size of the soi1 block : 30 x 30 x 10 cm) 

Healthy 
。-10 0.1 

site 。-10 1.0 
3 

Damaged 
。-10 0.8 

sIte 。-10 0.6 

(Size of the soi1 block : 30 x 30 x 10 cm) 

目要 約

乙の報告は北海道におけるカラマツ造林地のナラタケ病について発病部の地形，土壌環境，発病推移，

および土壌中の菌糸束分布状況等について調査したものである。各調査結呆の大要は次のとおりである。

1. 北海道におけるカラマツ造林地のナラタケ病による被害はその程度に差はあるが，ほとんど全道に

わたってみられる。そのなかでも滋害地は道東，道南の火山灰をあつくかぶった地帯，あるいは未熟土援

の分布地帯K.多くみられる。また道央，道北の粘土地帯においては全般的にみて被害は少ないが局地的に

は激害がみられる。

2. 発病地の傾斜方向は南よりの斜面に多く，またその傾斜は相対的にみて緩やかである。

3. 本病に侵された羅病木は軽度の場合には地上部での判定は困難である。やや進行したものはまず新

梢の伸びが短くなってくる。さらに進んでくると地際部の樹脂溝が膨大し，ヤニをふき出す。根の形態は烏

足状になっているものが多い。菌糸束は罷病木の根に多くみられるが，健全木の根にもかなり認められる。

躍病木のなかには球呆を着生するものが認められる。また擢病木の樹高成長から判断すると幼齢林の場

合，新橋の伸びが短くなりはじめてから 1-2 年で結死するものが多い。

4. 発病の型lとは散発型と団状発生型とがあり，団状発生型にはさらに 2 つの型がみられる。すなわち，

その①の型は斜面上部の南西緩斜面，あるいは山腹斜面内においても凸地形になった部分にあらわれる型

で，その②の型は斜面下部の沢筋に近い部分，あるいは山腹斜面内においても凹地形になった部分にあら

われる型である(①，②は本文参照)。

① の型が多くみられる地帯は比較的寡雪地帯で，土壌凍結深度は大である。③の型が多くみられる地
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帯は反対応多雪地帯で土壌凍結深度は小である。

5. 本病は幼齢林(植栽後 3~7年)に被害例多く，その発病の推移は植栽後 1 年目からあらわれはじ

め 3~4年目が最も多くなり， 5~6年自には非常に少なくなる。そして 7~8年目以降の造林地lζはほ

とんど発病をみない。これら団状発生型のひろがり方は最初に催病木があらわれた部分を中心にしてほぼ

同心円状に擢病木がひろがっていく(例:A.北見，栄森一18)。まれに30年生ぐらいのカラ 7 ツ造林地に

回状K擢病木が発生することがある(例 :N. 北見，緋牛内-89)。

6. 発病部の土壌環境の特徴は次のとおりであるの 1) 発病部 1<:は春期 (4 月中旬〕おそくまで土壌凍

結層 (10~15 cm の板状凍結)が認められた (A. 北見，栄森一18 ， C. 室蘭，カルルス 162 ， 167)0 2) 発

病部の方が健全部より A層の厚さが厚い傾向がみられた (C. 室蘭，カルルスー167 ， M. 池田，大津-49 ，

50)0 3) A , B層聞の推移状態は発病部の方が明らかであった (A. 北見，栄森一18)0 4) 水湿状態は全

般的にみて発病部の方が湿っており，下層にグライ層が認められる箇所があった (E. 東瀬棚，赤禿-279 ，

H. 神楽，伊の沢一207)0 5) 土壌断面中にでてくる石礁の種類では発病部の方が浮石礁であるのに対し，

健全部では頁岩礁であった (A. 北見，栄森一18 ， B. 同，栄森 9)0 6) 堅密度の点では比較的堅い層が発

病部にみられた。 7) 土壌の透水性についてはA. 北見，栄森一18 ， B. 北見，栄森-9 ， N. 北見，緋牛内-

89 における例のように透水性不良な層が発病部にみられた。 8) 土壌の採取時含水率では発病部の方が大

であった (A. 北見，栄森 18 , B. 北見，栄森-9 ， C. 雫蘭，カルJレスー167 ， D. 今金，白石一124 ， F. 名

寄，風連-55)。

7. 土壌中における菌糸束の分布状況について調査した結果では，道内のカラマツ造林地においては本

閣の菌糸束が全く認められない筒所はほとんどなかった。菌糸束の水平的な分布状況は場所lこよりことな

り，尾根筋が多い場合.沢筋が多い場合，また発病部が多い場合，健全部が多い場合などがあり一定の傾

向はみられない。全般的にみると激害部がみられるような造林地では比較的菌糸束の量が多かった。また

1 本の伐根から約 3m伸び、た蘭糸束を採集した。つぎに霊直的な分布状況は筒所lとよりととなるが，一般

には地表下 10cm までのところにその大部分が分布しており， 10~20cm では少なくなり， 20cm 以下で

はごくまれになるの筒所によっては地表下印m まで蔓延している例があった。

8. 発病地の植生についてみてみると道内のカラマツ造林地の前代樹種はそのほとんどが広葉樹であ

るのなかでも，シラカンノペイタヤカエデ，ナラなどの樹種が共通してみられた。下草ではとくにササ類

が多しその種煩と発病型とに関係があるように思われた。すなわちミヤコザサが分布している地帯には

斜面上部，あるいは凸地形部1<:団状被害があるわれる型が比較的多くみられ，クマイザサ，チ、ン7ザサが

分布している地帯Kは反対に斜面下部の沢筋lこ近い部分，あるいは凹地形部l乙被害があらわれる型が比較

的多くみられた。
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図版説明

Explanation of plat白

Plate 1 

A: 擢病木の近くに発生したナラタケの子実体

Fruiting bodies of Armillaria mellea on the ground ∞ming up from Japanese larch tree 

aHected with the fungus. Photo. Sept. 28 , 1961. 

B: 擢病木(左)と健全木(右)

Larch tree (left: x) affected with Armillm匂 root rot and a healthy tree (right : 0). Age 

of the plantation is 5 years. 

C: 樹幹から樹脂をふきだした催病木
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Exudation of resin on the stem of damaged larch tree. Age of the stem is 7 years. 

Plate 2 

A: カラ 7 ツ 2 代目造林地のナラタケ病による被害部， S: 前代カラ 7 ツの伐根

Damaged site with Armillaria root rot in the second generation larch plantation. S: Stumps 

。f the previous stand of larch. 

B: 怪病木の地際l乙形成された菌糸膜(↑印)

Mycelium of the fungus between the bark and the wood of the r∞t c.ollar. Arrow : Mycelium. 

C: カラマツ 2 代目造林地(池回，大津-2)

M: 前代カラマツの根lζ蔓延した菌糸膜， D: 2 代目カラマツの擢病木， R: 菌糸束

Second larch plantation (2 Ôtsu , Ikeda). M : White mycelium of the fungus developed on the 

roots of the previous stand of larch. D : Second generation larch trees affected with Armillaria 

root rot. R : Rhizomorphs. 

Plate 3 

A: 尾根筋近くにみられるナラタケ病による被害部(北見，栄森一18) c:): 被害部

Damaged site with A門官illaria root rot occured in near the ridge (18 Sakaemori , Kitami). 

C:::> : Damaged site. Refer to Fig. 5. 

B: 南西斜面lとみられるナラタケ病による激害部(北見，栄森一18)

Severely damaged site with Armillaria root rot where occurred in the south-westwarcl slope 

(18 Sakaemori , Kitami). Refer to Fig. 6. 

C: 小尾根の部分にみられるナラタケ病による被害部(北見，栄森一9)

Damaged site with Armillaria root rot where occllred in the ∞nvex place (9 Sakaemori, 
Kitami). 

Plate 4 

A: 残雪部にみられるナラタケ病による被害木(宅蘭，カルルスー162)

Death of the larch trees by this disease occllrred in a site of snow drifts (162 Karurusll , 
Muroran). D : Diseased larch trees. 

B: ナラタケ病に侵されたカラマツの根系

Roots system of larch affected with Armillaria root rot. 

C: 礁の間隙に蔓延した蘭糸束

Rhiwmorphs (R) developed vigorously in a crevice of stone. 

D: 擁病木に生じた球果(↑印)

Cone produced on the twig of the damaged larch tree. Age of the stem is 5 years. Arrow : 

Cone. 

E : 30 年生カラマツ造林地に発生したナラタケ病による被害部(↑印) (北見，緋牛内)

Concentrical damage in 30 • year-old larch forest (Hiushinai, Kitami). Arrow: Damagecl site. 
F: 被害部の林内

Dead standing trees in a 30-year-old larch in the damaged site. 

PJate 5 

カラ 7 ツ造林地内の土壌中の菌糸束

Rhizomorphs of the fungus in a soil block of larch plantations. Size of a soil block: 50 x 50 

x10cm. 

A-D , a-d :北見，栄森 -9: 9 Sakaemori, Kitami E-H , e-h: 北見，栄森一18: 18 

Sakaemori, Kitami. 1 -K , i←k: 北見，栄森 9 : 9 Sakaemori, Kitami A-K: 地表下

0-10cm Depth fromsurfaceO-lO cm， a-k: 地表下 10-20 cm Depth from surface 10-20 cm. 

A , a;B , b;E , e;F , f;I , i; J. j: 発病部~Damaged site. 

C , c; D , d ; G , g; H , h; K , k: 健全部 Healthy site. 

Refer to Table 13. A , a : R-8 , B , b : R-9 , C , c: R-10 , D , d : R-l1, E , e: R-4 , F , 

f : R-5 , G , g: R-6 , H , h: R-7 , 1, i : R-1 , J , j : R-2 , K , k: R-3. 
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Armillaria Root Rot in Plantations of Hokkaido. 

Effects of topography and soiI conditions on its occurrence.ｭ

Kaoru ONO'後

(Résum岳)

In recent y伺rs ， the area of the Japanese larch plantations in Hokkaido Island has increased 

rapidly, and they have suffered from various biological damage. Armillaria root rot is one of 

the most serious damages distributed widely throughout larch plantations in Hokkaido. 

Since 1960 , the writer has made some ecological studies on this disease, and the results 

obtained are summarized as follows : 

1. The occurrence of the disease was classified into two types, the one was of concentrical 
occurrence, and the other of sporadical occurrence. 

2. The former type is divided into the following two sub-types. The one occurred in the 

convex part, or an upper part of the slope (Kitami, Ikeda, Hakodate etc) , and the other, in the 

∞ncave part, or a part near the bottom site (Nayoro, Kagura, Imagan巴 etc.).

3. Development of the disease began in the first year after planting. Deaﾒ of the affected 

trees reached its maximum in the third or fourth year, then decreased gradually, and ceased in 

the fifth to sirth year, an un∞mmon case in whic-h the disease concentrically occurred 30 years 

after planting was observed in Kitami. 

4. Soil environmental factors of the damaged site are as follows : 

1) Soil freezing was recognized at the depth of 10-15 cm in late spring (Kitami, Mu. 

roran) , 2) A-horizon in the soil profile was deeper (Muroran, Ikeda) , 3) soil moisture condition 

was wettish and in several districts glei. horizons were developed (Higashisetana, Kagura) , 4) 

gravels in the soils were rich in volcanic pumices (Kitami, Muroran) , 5) compact and hard soil 
layer were recognized in th巴 damaged site, 6) soil physical properties were disadvantageous for 
the host 仕eps growth on sllch as permeabilities of air and water (Kitami, Muroran, Imagane, 

Nayoro). 

5. Rhizomorphs of the fungus were ∞mmonly observed in both damaged and non-damaged 

sites. The greater part of the rhizomorphs are distributed from the surface to a depth of 10αn 

in the soil. The rhiz::>morphs rarely spread at the depth of 60 cm under the soil surface. 

6. On veget乱tions of damage site, most of the larch plantations in Hokkaido are reforested 
in cutting areas of the broac11eaved forest, where birches (Betula) , maples (Acer) and oaks 

(Quercus) were dominant species. In herbaceous vegetations Sasa occupy a large distribution and 

its families are related to the damaged types. 

‘ Laboratory of Forest Pathology, Hokkaido Branch of Government Forest Experiment Station, 
Toyohira, Sapporo, Japan. 
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